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鳥栖市ミニバス（鳥栖地区・田代地区）運行事業者募集状況について 

 

 平成２４年３月末をもって現在運行中の鳥栖市ミニバス（鳥栖地区・田代地区）の運

行事業者との契約が満了することに伴い、平成２４年４月１日からの運行事業者を決定

するため、公募を行った。 

 

１．募集内容 

  １）業 務 内 容  鳥栖市ミニバス（鳥栖地区・田代地区）運行業務 

  ２）応 募 資 格  次の①②をいずれも満たす者 

①道路交通法第３条第１号イの一般乗合旅客自動車運送事業

について同法第４条の許可を受けた者、または、受けよう

とする者で、ミニバスの運行の業務を遂行するために必要

な各種関係法令などに基づく手続きを行い、許認可などを

受け、業務開始 日までに確実に運行できる能力を持つ者 

           ②市内に事業所などがある者、または、設置しようとする者 

  ３）運行開始日  平成２４年４月１日～（５年間） 

  ４）運 行 内 容  ワゴン車（１０人乗り～１５人乗り）での定時定路線運行 

（一般乗合旅客自動車運送事業） 

 

２．選定方法 

  各応募者から提出された提案書の内容をもとに、住民・利用者代表の方からなる選

定委員に採点していただき、選定委員会にて運行事業者の選定を行った。その結果を

踏まえ、鳥栖市地域公共交通活性化協議会の各委員からの承認を得て、選定された応

募者を運行事業者として決定した。 

 

３．応募状況 

  平成 23 年 11 月 1 日〜14 日の期間、応募者を募ったところ、3 者からの応募があ

った。 

 

４．採点内容 

  別紙１募集要項抜粋のとおり 

 

５．採点結果 

  別紙２提案書採点集計表のとおり 

 

６．運行事業者の決定 

  ２．の選定方法により選定した結果、株式会社鳥栖構内タクシーを運行事業者とし

て決定した。 

資 料 １ 



鳥栖市ミニバス(鳥栖地区・田代地区)運行事業者募集要項抜粋 

 

４．審査及び選定 

（１）審査は、選定委員が次に挙げる評価基準及び運行見積により総合的に判断し選定す

るものとします。 

項目 評価基準 配点 

①運行に関する管理体制全般（評価項目） 

運行管理の体制（命令系統） 
運行管理を行う従事者の体制が確立されており、

運転士が確保されていること 
５ 

緊急時等の連絡・対応体制 
緊急時の連絡・対応が確実にとれる体制となって

いること 
５ 

苦情処理体制 苦情処理が確実にとれる体制となっていること ５ 

②安全教育、接客サービス教育等への取り組みについて（評価項目） 

安全教育 
実際の対応につながる効果的な指導・教育が提案

されていること 

５ 

接客サービス教育等 ５ 

③利便性確保に関する取り組みについて（評価項目） 

いわゆる積み残しが発生し 

た場合の対応 

積み残しが発生したときに、早急な対応が確実に

とれる体制となっていること 
５ 

高齢者等への配慮点 
高齢者等が、安心して利用できる工夫が提案され

ていること 
５ 

④その他（評価項目） 

その他のアピールしたい取

り組み 等 

利用者ニーズに応えた効果的な取り組みが提案さ

れていること 
５ 

⑤運送事業に関する実績等について（加点項目） 

乗合自動車運送事業に関す

る許認可取得状況等 

乗合自動車運送事業に関する許認可取得等の実

績やその他当該事業に関する技能等について 
５ 

旅客自動車運送事業（乗合自

動車運送事業を除く）に関す

る許認可取得状況等 

旅客自動車運送事業（乗合自動車運送事業を除

く）に関する許認可取得等の実績やその他当該事

業に関する技能等について 

５ 

⑥運行見積 

運行見積 
提案内容に対して見積り額が過大や過小など不

適切な場合には選定しない場合がある 

数 値 化

しない 

（２）選定委員が提案書の作成者を特定できないように、提案書の事業者名等が特定でき

る部分的については、マスキングした上で審査を行ないます。 

（３）選定の結果は、応募者に文書で通知します。 

別紙 １ 



提案書採点集計表

業務名：鳥栖市ミニバス（鳥栖地区・田代地区）運行業務委託

１．運行に関する管理体制全般
（１）運行管理の体制（命令系統）

提案者 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ 委員Ｆ 平均点数

Ａ 4 4 4 5 2 5 4

Ｂ 4 5 5 5 5 5 4.8

Ｃ 1 3 4 4 3 3 3

（２）緊急時等の連絡体制・処理体制、苦情処理体制

提案者 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ 委員Ｆ 平均点数

Ａ 5 4 4 4 3 5 4.2

Ｂ 4 5 4 3 5 4 4.2

Ｃ 2 4 4 2 2 3 2.8

２．安全教育、接客サービス教育等への取り組みについて
（１）安全教育、接客サービス教育等

提案者 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ 委員Ｆ 平均点数

Ａ 4 5 4 4 3 5 4.2

Ｂ 4 5 5 4 5 4 4.5

Ｃ 3 4 3 4 2 3 3.2

３．利便性確保に関する取り組みについて
（１）いわゆる積み残しが発生した場合の対応

提案者 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ 委員Ｆ 平均点数

Ａ 4 4 4 5 3 5 4.2

Ｂ 3 4 4 4 5 5 4.2

Ｃ 2 4 4 4 2 3 3.2

（２）高齢者等への配慮点

提案者 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ 委員Ｆ 平均点数

Ａ 4 5 5 4 2 5 4.2

Ｂ 3 4 4 3 4 4 3.7

Ｃ 2 4 4 3 2 4 3.2

別紙 ２ 
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4．その他
（１）その他のアピールしたい取り組み　等

提案者 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ 委員Ｆ 平均点数

Ａ 4 5 4 5 5 5 4.7

Ｂ 4 4 5 3 3 4 3.8

Ｃ 2 4 4 3 2 4 3.2

提案者 点数

Ａ 5

Ｂ 5

Ｃ 0

提案者 点数

Ａ 5

Ｂ 5

Ｃ 5

合計点数

提案者 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ 委員Ｆ 加点項目点数 合計点数

Ａ 25 27 25 27 18 30 10.0 162 選定

Ｂ 22 27 27 22 27 26 10.0 161

Ｃ 12 23 23 20 13 20 5.0 116

5．運送事業に関する実績等について
（１）乗合自動車運送事業に関する許認可等取得状況等

加点の有無

（許認可あり：５点、許認可無０点）

（許認可あり：５点、許認可無０点）

（許認可あり：５点、許認可無０点）

（２）旅客自動車運送事業（乗合自動車運送事業を除く）に関する許認可等取得状況等

加点の有無

（許認可あり：５点、許認可無０点）

（許認可あり：５点、許認可無０点）

（許認可あり：５点、許認可無０点）

2／2



11 

市
内
線
路
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バ
ス
 

①通勤・退社時間帯におけるＪＲとの乗り
継ぎ利便性向上 

ＪＲ在来線のダイヤ改正に伴う、市内バス路
線ダイヤの見直し 

弥
生
が
丘
線 

②沿線企業を通じた運行の基礎的な情報や
ＪＲとの乗り継ぎ情報の提供 

企業・地域向けバスマップの作成 

鳥栖市公共交通ニュース（仮称）の発行 

③加藤田町入口周辺を中心とした住民に対
する運行の基礎的な情報やＪＲとの乗り継
ぎ情報の提供 

基
里
線 

①利用の少ないエリアにおける運行の基礎
的な情報の提供 

③運行ダイヤの改善に向けた検討 

地域向けバスマップの作成 
鳥栖市公共交通ニュース（仮称）の発行 

市役所方面へのバスとの乗り継ぎ利便性の向
上（運行ダイヤの検討） 

鳥
栖
市
ミ
ニ
バ
ス
 

鳥
栖
地
区
循
環
線
 

田
代
地
区
循
環
線
 

①ＪＲ鹿児島本線東側における一部ルート

③夕方における運行の検討 

①田代本町等での一部ルート延伸 

②夕方における運行の検討 

今泉町いずみパーク周辺へのルート延伸 

夕方午後4時台へのミニバス運行時間の見直し 

田代本町住宅地へのルート変更 

夕方午後4時台へのミニバス運行時間の見直し 

②高齢者を主な対象に運行内容等を簡単に
まとめたチラシの作成 

地域に向けたバス時刻表の配布及びバスの使
い方の周知広報 
市報による利用促進啓発 

④共同運行企業従業員のモビリティマネジ
メントの実施 

共同運行企業従業員に向けたバス時刻表の配
布など、従業員に対する公共交通利用への転

⑤共同運行企業との連携 
共同運行企業、交通事業者との継続的な連携
会議の実施 

  

全         体 

第2回『バスの日』イベントｉｎ鳥栖の開催 

鳥栖市公共交通ニュース（仮称）の発行 

市報による利用促進啓発 

②右回りと左回りの便数を検討 
利用者意識の利用実態調査アンケートによる
再確認 

④主にＪＲ鹿児島本線西側を対象とした住
民への広報 

ミニバスマップの沿線地域への配布 

⑤市報を通じた継続的な広報（取組の経過
報告及び今後の課題等） 

鳥栖市公共交通ニュース（仮称）の発行 
市報による利用促進啓発 

⑥新規利用者獲得に向けた、未利用者の詳
細ニーズの把握 

ルート周辺施設等での聞き取り調査 

ミニバスマップの沿線地域への配布 

③市報を通じた継続的な広報（取組の経過
報告及び今後の課題等） 

鳥栖市公共交通ニュース（仮称）の発行 

市報による利用促進啓発 

④新規利用者獲得に向けた、未利用者の詳
細ニーズの把握 

ルート周辺施設等での聞き取り調査 

ミニバスマップの沿線地域への配布 

本年度以降の検討内容及び利用促進策について 
検 討 内 容 利 用 促 進 策 

平成２３年３月１２日のＪＲ在来線のダイヤ改正に 
合わせて、弥生が丘線のダイヤ改正を行っ
た。・・・① 

平成２３年度第１回を５月１３日に開催・・・⑤ 

地域向けバスマップの作成・・・④ 

昨年10月より実施済・・・⑩ 

昨年10月より実施済・・・⑩ 

昨年10月より実施済・・・⑩ 

昨年10月より実施済・・・⑩ 

地域に向けたバス時刻表の配布及びバスの使い方の 
周知広報・・・⑥ 

鳥栖市公共交通ニュースの発行・・・③ 
市報に利用促進関連記事掲載予定・・・⑦ 

鳥栖市公共交通ニュースの発行・・・③ 
市報に利用促進関連記事掲載・・・⑦ 

ルート周辺施設等での聞き取り調査・・・⑬  

鳥栖市公共交通ニュースの発行・・・③ 

ルート周辺施設等での聞き取り調査・・・⑬  

実 施 状 況 

鳥栖市公共交通ニュースの発行・・・③ 

企業向けエコ通勤マップの作成・配布・・・② 

企業向けエコ通勤マップの作成・配布・・・② 
鳥栖市公共交通ニュースの発行・・・③ 

麓
線
 

①新幹線新鳥栖駅開業に合わせた調整。 
新幹線新鳥栖駅利用者の新幹線と市内路線バ
スとの同時利用の促進 

新鳥栖駅開業に合わせて麓線を駅舎前まで乗り入れ
るルート変更を行った。・・・⑨ 

市報利用促進関連記事掲載予定・・・⑦ 

《弥生が丘線のダイヤ改正》 
ＪＲ在来線のダイヤ改正に合わせ、共同運行企業従業員の出勤・退勤時間
に配慮したダイヤの見直しを行った。 
また、その際、一般利用者への影響は最小限に留めた。 

《共同運行企業・交通事業者との連携会議》 
利用状況報告・新事業等について協議。 
定期的に会議を開催し連携を図る。 

《地域向けバスマップの作成》 
②のエコ通勤マップを踏まえて、企業のみではなく、通勤以外の一般利用
者向け時刻表を作成・配布を検討 

《運行ダイヤの検討》 
河内線との乗り継ぎ時間を考慮したダイヤの変更を行い、市役所方面への
乗り継ぎが可能となった。 

《地域向け時刻表配布等》 
④同様一般利用者向け時刻表の作成・配布を検討。 
市報・公共交通ニュースによりバスの使い方の周知広報を検討。 

《バスの日イベントの実施》 
『バスの日』イベントを９月２５日（日）開催 
また、12月に公共交通ニュースを発行してイベント開催時の模様を掲載
し、更なるバス利用促進を図った。 

《ミニバス利用実態調査》 
利用者意識の利用実態調査アンケートを実施。 

《ミニバスマップ配布》 
新ルート・新ダイヤについて新たに設定したバス停周辺の住民へスマップ
配布。 

《聞き取り調査》 
ルート周辺施設等での聞き取り調査実施予定。  

《鳥栖市公共交通ニュースの発行》 
第１号5/15号市報配布時 
第２号12/1号市報配布時 に全戸配布を行った。 
【別紙１】 

《企業向けエコ通勤マップの作成・配布》 
各バス停とＪＲ鳥栖駅及びＪＲ弥生が丘駅との通勤・退勤時の乗り継ぎ用
時刻表（企業向けエコ通勤マップ）を作成し、弥生が丘線沿線企業等に配
布を行った。 

《新鳥栖駅開業に合わせたルート変更》 
前々回協議会（第9回）で承認後、平成23年3月12日より新ルート（乗り入
れルート）での運行を開始。 

《市報による利用促進啓発》 
市報（８月１日号）に利用促進関連記事（サガン鳥栖観戦）掲載【資料
２】 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

12 

13 

14 

実 施 済 未 実 施 

資 料 ２ 

《ミニバス運行形態の見直し》 
平成23年10月1日から新ルートを追加し、新ダイヤでの運行を開始。 10 

市役所方面へのバスとの乗り継ぎ利便性の向上 
（運行ダイヤの検討）・・・⑧ 

利用者意識の利用実態調査アンケートによる 

再確認・・・⑪ 

ミニバスマップの沿線地域への配布・・・⑫ 

第2回『バスの日』イベントｉｎ鳥栖の開催・・・⑭ 

ミニバスマップの沿線地域への配布・・・⑫ 

ミニバスマップの沿線地域への配布・・・⑫ 



 

 

路線バス及び鳥栖市ミニバスの利用状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 3-1】 利用状況について   （市内線） 

 

 

 

【資料 3-2】 利用状況について   （広域線） 

 

 

 

【資料 3-3】 利用状況について   （鳥栖市ミニバス） 

資 料 ３ 



利用状況について（市内線）

資料３－１ 



　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 12,679人 10,921人 10,983人 9,258人 9,599人 11,113人 11,665人 11,180人 11,002人 11,302人 10,372人 10,658人 130,732人

H21.10～ 9,813人 8,764人 8,833人 8,315人 8,814人 10,037人 10,127人 10,401人 10,651人 10,783人 9,855人 10,515人 116,908人

H22.10～ 10,492人 9,885人 9,883人 8,246人 9,051人 9,928人 9,630人 9,648人 10,151人 10,281人 9,773人 9,957人 116,925人

H23.10～ 10,129人 9,886人 9,710人 － － － － － － － － － 29,725人

Ｈ21/Ｈ20 77.4% 80.2% 80.4% 89.8% 91.8% 90.3% 86.8% 93.0% 96.8% 95.4% 95.0% 98.7% 89.4%

Ｈ22/Ｈ21 106.9% 112.8% 111.9% 99.2% 102.7% 98.9% 95.1% 92.8% 95.3% 95.3% 99.2% 94.7% 100.0%

Ｈ23/Ｈ22 96.5% 100.0% 98.2% － － － － － － － － － -

※平成２１年１０月１日路線見直し

　　　　　　・シーエックスカーゴ乗車証人員は、１１月：７７３人、１２月：７５８人、１月：６５０人、２月：６５９人、３月：８６１人。

　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 1,294,908円 1,096,276円 1,101,551円 949,606円 976,474円 1,129,326円 1,150,335円 1,113,097円 1,147,093円 1,252,617円 1,156,474円 1,098,642円 13,466,399円

H21.10～ 883,405円 863,164円 832,638円 781,209円 780,648円 939,527円 960,164円 982,480円 1,038,772円 1,092,581円 1,058,527円 1,022,457円 11,235,572円

H22.10～ 1,035,398円 960,203円 996,475円 823,807円 850,020円 901,462円 874,432円 908,203円 959,138円 995,139円 995,826円 942,010円 11,242,113円

H23.10～ 951,107円 894,202円 908,946円 － － － － － － － － － 2,754,255円

Ｈ21/Ｈ20 68.2% 78.7% 75.6% 82.3% 79.9% 83.2% 83.5% 88.3% 90.6% 87.2% 91.5% 93.1% 83.4%

Ｈ22/Ｈ21 117.2% 111.2% 119.7% 105.5% 108.9% 95.9% 91.1% 92.4% 92.3% 91.1% 94.1% 92.1% 100.1%

Ｈ23/Ｈ22 91.9% 93.1% 91.2% － － － － － － － － －

※平成２１年１０月１日路線見直し

１．路線バスの輸送実績の推移（総括）

　①市内線輸送人員

　②市内線運賃収入

1

12,679  

10,921  10,983  

9,258  9,599  

11,113  
11,665  11,180  11,002  11,302  

10,372  10,658  9,813  

8,764  8,833  8,315  
8,814  

10,037  10,127  10,401  10,651  
10,783  

9,855  10,515  

10,492  9,885  
9,883  8,246  

9,051  
9,928  9,630  9,648  

10,151  

10,281  
9,773  9,957  

10,129 9,886 
9,710  

0人 

2,000人 

4,000人 

6,000人 

8,000人 

10,000人 

12,000人 

14,000人 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス輸送人員（市内線：月計比較） H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 

1,294,908  

1,096,276  1,101,551  

949,606  976,474  

1,129,326  
1,150,335  

1,113,097  1,147,093  

1,252,617  
1,156,474  

1,098,642  
883,405  

863,164  832,638  

781,209  780,648  

939,527  960,164  982,480  
1,038,772  1,092,581  1,058,527  1,022,457  

1,035,398  960,203  996,475  823,807  
850,020  901,462  

874,432  
908,203  959,138  995,139  995,826  942,010  951,107  

894,202  908,946  

0円 

200,000円 

400,000円 

600,000円 

800,000円 

1,000,000円 

1,200,000円 

1,400,000円 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス運賃収入（市内線：月計比較） 

H20.10～ 

H21.10～ 

H22.10～ 

H23.10～ 



　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 3,749人 3,252人 3,052人 2,618人 2,598人 3,150人 3,260人 3,286人 3,145人 3,261人 3,063人 2,949人 37,383人

H21.10～ 3,071人 2,876人 2,551人 2,409人 2,441人 2,854人 2,829人 2,922人 2,919人 3,108人 2,818人 3,003人 33,801人

H22.10～ 3,158人 2,646人 2,561人 2,038人 2,224人 2,836人 2,785人 2,971人 3,038人 3,154人 3,005人 2,779人 33,195人

H23.10～ 2,843人 2,618人 2,557人 － － － － － － － － － 8,018人

Ｈ21/Ｈ20 81.9% 88.4% 83.6% 92.0% 94.0% 90.6% 86.8% 88.9% 92.8% 95.3% 92.0% 101.8% 90.4%

Ｈ22/Ｈ21 102.8% 92.0% 100.4% 84.6% 91.1% 99.4% 98.4% 101.7% 104.1% 101.5% 106.6% 92.5% 98.2%

Ｈ23/Ｈ22 90.0% 98.9% 99.8% － － － － － － － － － -

※平成２１年１０月１日路線見直し

　　　　　　・シーエックスカーゴ乗車証人員は、１１月：７７３人、１２月：７５８人、１月：６５０人、２月：６５９人、３月：８６１人。

　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 393,508円 323,497円 296,227円 258,194円 246,293円 323,926円 331,472円 347,425円 336,333円 360,978円 338,562円 299,582円 3,855,997円

H21.10～ 335,412円 327,390円 258,819円 244,567円 253,046円 310,985円 329,144円 336,687円 343,097円 362,158円 327,728円 333,373円 3,762,406円

H22.10～ 370,328円 299,430円 295,513円 232,655円 246,050円 308,764円 319,867円 348,945円 348,116円 366,336円 357,301円 315,413円 3,808,718円

H23.10～ 321,642円 293,146円 284,401円 － － － － － － － － － 899,189円

Ｈ21/Ｈ20 85.2% 101.2% 87.4% 94.7% 102.7% 96.0% 99.3% 96.9% 102.0% 100.3% 96.8% 111.3% 97.6%

Ｈ22/Ｈ21 110.4% 91.5% 114.2% 95.1% 97.2% 99.3% 97.2% 103.6% 101.5% 101.2% 109.0% 94.6% 101.2%

Ｈ23/Ｈ22 86.9% 97.9% 96.2% － － － － － － － － － －

※平成２１年１０月１日路線見直し

２．路線バスの輸送実績の推移（個別路線）

　①河内線輸送人員

　②河内線運賃収入

2

3,749  

3,252  
3,052  

2,618  2,598  

3,150  3,260  
3,286  

3,145  3,261  3,063  
2,949  

3,071  
2,876  

2,551  
2,409  2,441  

2,854  2,829  2,922  2,919  3,108  
2,818  3,003  

3,158  
2,646  

2,561  

2,038  2,224  

2,836  2,785  2,971  3,038  
3,154  3,005  2,779  2,843  

2,618  

2,557  

0人 

700人 

1,400人 

2,100人 

2,800人 

3,500人 

4,200人 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス輸送人員（河内線：月計比較） H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 

393,508  

323,497  296,227  
258,194  246,293  

323,926  
331,472  347,425  

336,333  

360,978  338,562  

299,582  

335,412  
327,390  

258,819  

244,567  253,046  

310,985  329,144  
336,687  

343,097  

362,158  327,728  
333,373  

370,328  
299,430  

295,513  

232,655  
246,050  

308,764  319,867  348,945  348,116  

366,336  

357,301  
315,413  

321,642  
293,146  

284,401  

0円 

70,000円 

140,000円 

210,000円 

280,000円 

350,000円 

420,000円 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス運賃収入（河内線：月計比較） 
H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 



　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 4,327人 3,663人 3,773人 3,185人 3,320人 3,699人 3,758人 3,580人 3,714人 3,814人 3,411人 3,769人 44,014人

H21.10～ 3,368人 3,279人 3,032人 2,642人 2,994人 3,193人 3,182人 3,318人 3,397人 3,292人 2,841人 3,191人 37,729人

H22.10～ 3,060人 3,095人 3,135人 2,688人 2,937人 2,869人 2,667人 2,649人 2,836人 2,672人 2,431人 2,853人 33,892人

H23.10～ 2,768人 2,757人 2,628人 － － － － － － － － － 8,153人

Ｈ21/Ｈ20 77.8% 89.5% 80.4% 82.9% 90.2% 86.3% 84.7% 92.7% 91.5% 86.3% 83.3% 84.7% 85.7%

Ｈ22/Ｈ21 90.9% 94.4% 103.4% 101.7% 98.1% 89.9% 83.8% 79.8% 83.5% 81.2% 85.6% 89.4% 89.8%

Ｈ23/Ｈ22 90.5% 89.1% 83.8% － － － － － － － － － -

※平成２１年１０月１日路線見直し

　　　　　　・シーエックスカーゴ乗車証人員は、１１月：７７３人、１２月：７５８人、１月：６５０人、２月：６５９人、３月：８６１人。

　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 452,704円 383,329円 404,565円 349,127円 365,694円 392,626円 389,887円 365,265円 395,609円 434,730円 391,654円 391,480円 4,716,670円

H21.10～ 241,941円 246,094円 253,386円 229,098円 229,607円 261,883円 261,691円 275,162円 293,154円 312,332円 318,426円 284,740円 3,207,514円

H22.10～ 273,913円 269,586円 291,603円 254,708円 254,670円 233,355円 191,402円 181,322円 201,262円 198,085円 214,944円 202,585円 2,767,435円

H23.10～ 204,637円 187,846円 197,237円 － － － － － － － － － 589,720円

Ｈ21/Ｈ20 53.4% 64.2% 62.6% 65.6% 62.8% 66.7% 67.1% 75.3% 74.1% 71.8% 81.3% 72.7% 68.0%

Ｈ22/Ｈ21 113.2% 109.5% 115.1% 111.2% 110.9% 89.1% 73.1% 65.9% 68.7% 63.4% 67.5% 71.1% 86.3%

Ｈ23/Ｈ22 74.7% 69.7% 67.6% － － － － － － － － －

※平成２１年１０月１日路線見直し

　③麓線輸送人員

　④麓線運賃収入

3

4,327  

3,663  3,773  

3,185  3,320  
3,699  3,758  3,580  3,714  3,814  

3,411  
3,769  

3,368  3,279  3,032  2,642  2,994  
3,193  3,182  3,318  

3,397  3,292  
2,841  

3,191  

3,060  3,095  3,135  
2,688  2,937  2,869  2,667  2,649  

2,836  2,672  
2,431  

2,853  
2,768  2,757  2,628  

0人 

1,000人 

2,000人 

3,000人 

4,000人 

5,000人 

6,000人 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス輸送人員（麓線：月計比較） H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 

452,704  

383,329  

404,565  

349,127  365,694  
392,626  

389,887  
365,265  

395,609  

434,730  

391,654  391,480  
241,941  246,094  

253,386  

229,098  229,607  261,883  261,691  275,162  293,154  
312,332  318,426  

284,740  273,913  269,586  291,603  

254,708  254,670  233,355  
191,402  181,322  201,262  198,085  

214,944  202,585  
204,637  187,846  197,237  

0円 

110,000円 

220,000円 

330,000円 

440,000円 

550,000円 

660,000円 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス運賃収入（麓線：月計比較） 
H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 



　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ － － － － － － － － － － － － -

H21.10～ 746人 771人 831人 721人 795人 901人 889人 877人 905人 883人 733人 878人 9,930人

H22.10～ 875人 837人 792人 725人 763人 792人 766人 743人 781人 741人 772人 825人 9,412人

H23.10～ 729人 826人 773人 － － － － － － － － － 2,328人

Ｈ21/Ｈ20 － － － － － － － － － － － － -

Ｈ22/Ｈ21 117.3% 108.6% 95.3% 100.6% 96.0% 87.9% 86.2% 84.7% 86.3% 83.9% 105.3% 94.0% 94.8%

Ｈ23/Ｈ22 83.3% 98.7% 97.6% － － － － － － － － － -

※平成２１年１０月１日路線見直し

　　　　　　・シーエックスカーゴ乗車証人員は、１１月：７７３人、１２月：７５８人、１月：６５０人、２月：６５９人、３月：８６１人。

　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ － － － － － － － － － － － － -

H21.10～ 75,680円 75,520円 81,920円 73,760円 72,640円 77,600円 83,040円 77,760円 82,400円 79,040円 72,480円 83,040円 934,880円

H22.10～ 75,040円 75,040円 70,240円 65,280円 63,680円 66,400円 57,760円 56,640円 63,840円 59,200円 66,080円 67,360円 786,560円

H23.10～ 52,320円 58,240円 53,280円 － － － － － － － － － 163,840円

Ｈ21/Ｈ20 － － － － － － － － － － － － -

Ｈ22/Ｈ21 99.2% 99.4% 85.7% 88.5% 87.7% 85.6% 69.6% 72.8% 77.5% 74.9% 91.2% 81.1% 84.1%

Ｈ23/Ｈ22 69.7% 77.6% 75.9% － － － － － － － － －

※平成２１年１０月１日路線見直し

　⑤基里線輸送人員

　⑥基里線運賃収入

4

746  771  
831  

721  
795  

901  889  877  905  883  
733  

878  

875  

837  
792  

725  
763  792  766  743  781  741  772  

825  

729  

826  
773  

0人 

150人 

300人 

450人 

600人 

750人 

900人 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス輸送人員（基里線：月計比較） 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 

75,680  75,520  
81,920  

73,760  72,640  
77,600  

83,040  
77,760  

82,400  79,040  
72,480  

83,040  

75,040  
75,040  

70,240  

65,280  63,680  66,400  
57,760  

56,640  

63,840  
59,200  

66,080  67,360  

52,320  58,240  53,280  

0円 

15,000円 

30,000円 

45,000円 

60,000円 

75,000円 

90,000円 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス運賃収入（基里線：月計比較） 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 



　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 2,870人 2,539人 2,646人 2,179人 2,351人 2,783人 3,141人 2,880人 2,655人 2,699人 2,532人 2,430人 31,705人

H21.10～ 2,628人 1,838人 2,419人 2,543人 2,584人 3,089人 3,227人 3,284人 3,430人 3,500人 3,463人 3,443人 35,448人

H22.10～ 3,399人 3,307人 3,395人 2,795人 3,127人 3,431人 3,412人 3,285人 3,496人 3,714人 3,565人 3,500人 40,426人

H23.10～ 3,789人 3,685人 3,752人 － － － － － － － － － 11,226人

Ｈ21/Ｈ20 － － － － － － － － － － － － -

Ｈ22/Ｈ21 129.3% 179.9% 140.3% 109.9% 121.0% 111.1% 105.7% 100.0% 101.9% 106.1% 102.9% 101.7% -

Ｈ23/Ｈ22 111.5% 111.4% 110.5% － － － － － － － － － -

※平成２１年１０月１日路線見直し

　　　　　　・シーエックスカーゴ乗車証人員は、１１月：７７３人、１２月：７５８人、１月：６５０人、２月：６５９人、３月：８６１人。

　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 267,361円 235,904円 238,707円 202,439円 218,004円 255,504円 272,803円 254,096円 256,686円 282,773円 269,377円 250,768円 3,004,422円

H21.10～ 230,372円 214,160円 238,513円 233,784円 225,355円 289,059円 286,289円 292,871円 320,121円 339,051円 339,893円 321,304円 3,330,772円

H22.10～ 316,117円 316,147円 339,119円 271,164円 285,620円 292,943円 305,403円 321,296円 345,920円 371,518円 357,501円 356,652円 3,879,400円

H23.10～ 372,508円 354,970円 374,028円 － － － － － － － － － 1,101,506円

Ｈ21/Ｈ20 － － － － － － － － － － － － -

Ｈ22/Ｈ21 137.2% 147.6% 142.2% 116.0% 126.7% 101.3% 106.7% 109.7% 108.1% 109.6% 105.2% 111.0% 116.5%

Ｈ23/Ｈ22 117.8% 112.3% 110.3% － － － － － － － － － －

※平成２１年１０月１日路線見直し

　⑦弥生が丘線輸送人員（一般利用）

　⑧弥生が丘線運賃収入

5

2,870  

2,539  

2,646  

2,179  
2,351  

2,783  

3,141  
2,880  

2,655  2,699  
2,532  2,430  

2,628  

1,838  

2,419  

2,543  2,584  

3,089  3,227  
3,284  3,430  

3,500  
3,463  3,443  

3,399  
3,307  

3,395  2,795  
3,127  

3,431  3,412  
3,285  

3,496  

3,714  3,565  3,500  

3,789  3,685  
3,752  

0人 

500人 

1,000人 

1,500人 

2,000人 

2,500人 

3,000人 

3,500人 

4,000人 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス輸送人員（弥生が丘線：月計比較） 
H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 

267,361  

235,904  

238,707  

202,439  
218,004  

255,504  
272,803  254,096  

256,686  
282,773  

269,377  250,768  

230,372  214,160  

238,513  233,784  225,355  289,059  
286,289  

292,871  
320,121  

339,051  339,893  
321,304  

316,117  316,147  

339,119  271,164  285,620  292,943  305,403  321,296  

345,920  
371,518  

357,501  356,652  
372,508  

354,970  
374,028  

0円 

50,000円 

100,000円 

150,000円 

200,000円 

250,000円 

300,000円 

350,000円 

400,000円 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス運賃収入（弥生が丘線：月計比較） 

H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 



利用状況について（広域線）

資料３－２ 



　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 30,925人 28,145人 29,405人 26,009人 27,039人 28,584人 28,966人 28,548人 28,868人 29,100人 27,043人 28,259人 340,891人

H21.10～ 29,805人 27,751人 29,267人 26,604人 26,198人 29,598人 29,227人 29,261人 28,909人 29,501人 26,299人 28,306人 340,726人

H22.10～ 29,344人 27,577人 28,229人 25,273人 26,414人 28,632人 28,723人 28,271人 30,047人 29,391人 28,121人 28,095人 338,117人

H23.10～ 29,757人 27,339人 29,384人 - - - - - - - - - 86,480人

Ｈ21/Ｈ20 96.4% 98.6% 99.5% 102.3% 96.9% 103.5% 100.9% 102.5% 100.1% 101.4% 97.2% 100.2% 100.0%

Ｈ22/Ｈ21 98.5% 99.4% 96.5% 95.0% 100.8% 96.7% 98.3% 96.6% 103.9% 99.6% 106.9% 99.3% 99.2%

Ｈ23/Ｈ22 101.4% 99.1% 104.1% - - - - - - - - - -

　　　　　　・シーエックスカーゴ乗車証人員は、１１月：７７３人、１２月：７５８人、１月：６５０人、２月：６５９人、３月：８６１人。

　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 4,550,456円 4,269,317円 4,411,993円 3,874,509円 4,064,564円 4,241,196円 4,372,915円 4,402,570円 4,374,746円 4,527,363円 4,321,710円 4,113,205円 51,524,544円

H21.10～ 4,444,035円 4,169,268円 4,515,755円 3,983,419円 3,931,475円 4,561,160円 4,481,689円 4,473,638円 4,407,379円 4,576,495円 4,314,737円 4,347,980円 52,207,030円

H22.10～ 4,642,801円 4,328,230円 4,480,782円 3,929,094円 4,123,947円 4,452,302円 4,532,880円 4,453,487円 4,457,378円 4,592,613円 4,679,255円 4,416,688円 53,089,457円

H23.10～ 4,752,907円 4,386,758円 4,699,643円 - - - - - - - - - 13,839,308円

Ｈ21/Ｈ20 97.7% 97.7% 102.4% 102.8% 96.7% 107.5% 102.5% 101.6% 100.7% 101.1% 99.8% 105.7% 101.3%

Ｈ22/Ｈ21 104.5% 103.8% 99.2% 98.6% 104.9% 97.6% 101.1% 99.5% 101.1% 100.4% 108.4% 101.6% 101.7%

Ｈ23/Ｈ22 102.4% 101.4% 104.9% - - - - - - - - - -

１．路線バスの輸送実績の推移（総括）

　①広域線輸送人員

　②広域線運賃収入

1

30,925  
28,145  

29,405  

26,009  27,039  
28,584  28,966  28,548  28,868  29,100  

27,043  28,259  29,805  

27,751  
29,267  

26,604  26,198  

29,598  29,227  29,261  28,909  29,501  
26,299  28,306  

29,344  27,577  
28,229  

25,273  26,414  
28,632  28,723  28,271  

30,047  

29,391  
28,121  28,095  

29,757  
27,339  29,384  

0人 

5,000人 

10,000人 

15,000人 

20,000人 

25,000人 

30,000人 

35,000人 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス輸送人員（広域線：月計比較） 
H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 

4,550,456  4,269,317  4,411,993  

3,874,509  
4,064,564  

4,241,196  4,372,915  4,402,570  4,374,746  4,527,363  4,321,710  4,113,205  
4,444,035  

4,169,268  
4,515,755  

3,983,419  3,931,475  

4,561,160  4,481,689  4,473,638  4,407,379  4,576,495  4,314,737  4,347,980  

4,642,801  
4,328,230  

4,480,782  

3,929,094  4,123,947  

4,452,302  

4,532,880  

4,453,487  

4,457,378  

4,592,613  

4,679,255  
4,416,688  4,752,907  

4,386,758  4,699,643  

0円 

800,000円 

1,600,000円 

2,400,000円 

3,200,000円 

4,000,000円 

4,800,000円 

5,600,000円 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス運賃収入（広域線：月計比較） 
H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 



　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 12,528人 11,342人 12,054人 10,925人 11,541人 12,176人 12,277人 11,749人 12,086人 12,310人 11,471人 11,796人 142,255人

H21.10～ 12,607人 11,660人 12,157人 11,320人 10,929人 12,969人 12,159人 11,907人 12,146人 12,338人 11,423人 12,067人 143,682人

H22.10～ 11,980人 11,256人 11,509人 10,577人 10,648人 12,026人 12,051人 11,890人 12,436人 12,255人 12,598人 11,962人 141,188人

H23.10～ 12,611人 11,791人 12,122人 - - - - - - - - - 36,524人

Ｈ21/Ｈ20 100.6% 102.8% 100.9% 103.6% 94.7% 106.5% 99.0% 101.3% 100.5% 100.2% 99.6% 102.3% 101.0%

Ｈ22/Ｈ21 95.0% 96.5% 94.7% 93.4% 97.4% 92.7% 99.1% 99.9% 102.4% 99.3% 110.3% 99.1% 98.3%

Ｈ23/Ｈ22 105.3% 104.8% 105.3% - - - - - - - - - -

　　　　　　・シーエックスカーゴ乗車証人員は、１１月：７７３人、１２月：７５８人、１月：６５０人、２月：６５９人、３月：８６１人。

　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 1,663,039円 1,513,870円 1,594,911円 1,434,939円 1,533,145円 1,606,015円 1,687,612円 1,588,873円 1,621,151円 1,713,602円 1,610,041円 1,502,635円 19,069,833円

H21.10～ 1,668,695円 1,479,705円 1,578,895円 1,389,428円 1,390,348円 1,745,026円 1,626,337円 1,594,622円 1,644,276円 1,667,672円 1,696,283円 1,637,169円 19,118,456円

H22.10～ 1,656,911円 1,551,875円 1,578,000円 1,438,061円 1,418,609円 1,622,986円 1,667,948円 1,634,718円 1,648,789円 1,747,419円 1,824,453円 1,704,248円 19,494,017円

H23.10～ 1,714,106円 1,584,158円 1,636,406円 - - - - - - - - - 4,934,670円

Ｈ21/Ｈ20 100.3% 97.7% 99.0% 96.8% 90.7% 108.7% 96.4% 100.4% 101.4% 97.3% 105.4% 109.0% 100.3%

Ｈ22/Ｈ21 99.3% 104.9% 99.9% 103.5% 102.0% 93.0% 102.6% 102.5% 100.3% 104.8% 107.6% 104.1% 102.0%

Ｈ23/Ｈ22 103.5% 102.1% 103.7% - - - - - - - - - -

２．路線バスの輸送実績の推移（個別路線）

　①久留米～鳥栖線輸送人員

　②久留米～鳥栖線運賃収入

2

12,528  
11,342  12,054  

10,925  11,541  12,176  

12,277  
11,749  

12,086  12,310  11,471  

11,796  
12,607  

11,660  12,157  
11,320  10,929  

12,969  
12,159  

11,907  
12,146  12,338  

11,423  12,067  

11,980  11,256  11,509  
10,577  10,648  

12,026  12,051  

11,890  

12,436  
12,255  

12,598  
11,962  

12,611  11,791  12,122  

0人 

2,000人 

4,000人 

6,000人 

8,000人 

10,000人 

12,000人 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス輸送人員（久留米～鳥栖線：月計比較） 
H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 

1,663,039  
1,513,870  1,594,911  

1,434,939  
1,533,145  

1,606,015  1,687,612  1,588,873  1,621,151  
1,713,602  

1,610,041  
1,502,635  

1,668,695  
1,479,705  1,578,895  

1,389,428  
1,390,348  

1,745,026  1,626,337  1,594,622  1,644,276  
1,667,672  1,696,283  1,637,169  

1,656,911  
1,551,875  

1,578,000  

1,438,061  

1,418,609  

1,622,986  

1,667,948  

1,634,718  

1,648,789  

1,747,419  

1,824,453  

1,704,248  

1,714,106  
1,584,158  

1,636,406  

0円 

300,000円 

600,000円 

900,000円 

1,200,000円 

1,500,000円 

1,800,000円 

2,100,000円 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス運賃収入（久留米～鳥栖線：月計比較） 

H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 



　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 10,180人 9,224人 9,757人 8,435人 8,591人 8,966人 8,795人 8,499人 9,053人 9,083人 8,267人 9,025人 107,875人

H21.10～ 9,196人 8,639人 9,382人 8,371人 8,310人 9,193人 9,353人 9,494人 9,547人 9,417人 8,030人 8,995人 107,927人

H22.10～ 9,285人 8,758人 9,096人 8,044人 8,563人 8,710人 8,683人 8,266人 9,101人 9,104人 8,158人 7,935人 103,703人

H23.10～ 8,573人 7,774人 8,592人 － － － － － － － － － 24,939人

Ｈ21/Ｈ20 90.3% 93.7% 96.2% 99.2% 96.7% 102.5% 106.3% 111.7% 105.5% 103.7% 97.1% 99.7% 100.0%

Ｈ22/Ｈ21 101.0% 101.4% 97.0% 96.1% 103.0% 94.7% 92.8% 87.1% 95.3% 96.7% 101.6% 88.2% 96.1%

Ｈ23/Ｈ22 92.3% 88.8% 94.5% － － － － － － － － － -

　　　　　　・シーエックスカーゴ乗車証人員は、１１月：７７３人、１２月：７５８人、１月：６５０人、２月：６５９人、３月：８６１人。

　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 1,476,364円 1,385,045円 1,449,737円 1,249,939円 1,282,657円 1,311,018円 1,285,954円 1,266,967円 1,355,038円 1,422,011円 1,355,181円 1,304,753円 16,144,664円

H21.10～ 1,348,090円 1,274,313円 1,435,575円 1,286,396円 1,248,116円 1,445,515円 1,411,169円 1,384,441円 1,405,990円 1,403,780円 1,284,118円 1,329,128円 16,256,631円

H22.10～ 1,392,792円 1,283,916円 1,382,729円 1,191,474円 1,287,665円 1,305,797円 1,314,646円 1,264,311円 1,315,074円 1,362,557円 1,309,655円 1,188,077円 15,598,693円

H23.10～ 1,287,375円 1,214,817円 1,305,740円 － － － － － － － － － 3,807,932円

Ｈ21/Ｈ20 91.3% 92.0% 99.0% 102.9% 97.3% 110.3% 109.7% 109.3% 103.8% 98.7% 94.8% 101.9% 100.7%

Ｈ22/Ｈ21 103.3% 100.8% 96.3% 92.6% 103.2% 90.3% 93.2% 91.3% 93.5% 97.1% 102.0% 89.4% 96.0%

Ｈ23/Ｈ22 92.4% 94.6% 94.4% － － － － － － － － － -

　③綾部線輸送人員

　④綾部線運賃収入

3

10,180  

9,224  
9,757  

8,435  8,591  
8,966  8,795  

8,499  9,053  9,083  
8,267  

9,025  
9,196  

8,639  
9,382  

8,371  8,310  
9,193  9,353  

9,494  9,547  9,417  
8,030  

8,995  

9,285  
8,758  

9,096  
8,044  

8,563  8,710  8,683  8,266  
9,101  

9,104  

8,158  
7,935  

8,573  
7,774  

8,592  

0人 

2,000人 

4,000人 

6,000人 

8,000人 

10,000人 

12,000人 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス輸送人員（綾部線：月計比較） H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 

1,476,364  
1,385,045  1,449,737  

1,249,939  1,282,657  

1,311,018  1,285,954  
1,266,967  

1,355,038  
1,422,011  

1,355,181  

1,304,753  
1,348,090  

1,274,313  
1,435,575  

1,286,396  1,248,116  

1,445,515  1,411,169  
1,384,441  

1,405,990  1,403,780  
1,284,118  

1,329,128  

1,392,792  

1,283,916  1,382,729  

1,191,474  1,287,665  

1,305,797  

1,314,646  

1,264,311  

1,315,074  

1,362,557  
1,309,655  

1,188,077  

1,287,375  

1,214,817  

1,305,740  

0円 

250,000円 

500,000円 

750,000円 

1,000,000円 

1,250,000円 

1,500,000円 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス運賃収入（綾部線：月計比較） 

H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 



　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 8,217人 7,579人 7,594人 6,649人 6,907人 7,442人 7,894人 8,300人 7,729人 7,707人 7,305人 7,438人 90,761人

H21.10～ 8,002人 7,452人 7,728人 6,913人 6,959人 7,436人 7,715人 7,860人 7,216人 7,746人 6,846人 7,244人 89,117人

H22.10～ 8,079人 7,563人 7,624人 6,652人 7,203人 7,896人 7,989人 8,115人 8,064人 7,719人 7,493人 7,138人 91,535人

H23.10～ 8,573人 7,774人 8,670人 － － － － － － － － － 25,017人

Ｈ21/Ｈ20 97.4% 98.3% 101.8% 104.0% 100.8% 99.9% 97.7% 94.7% 93.4% 100.5% 93.7% 97.4% 98.2%

Ｈ22/Ｈ21 101.0% 101.5% 98.7% 96.2% 103.5% 106.2% 103.6% 103.2% 111.8% 99.7% 109.5% 98.5% 102.7%

Ｈ23/Ｈ22 106.1% 102.8% 113.7% － － － － － － － － － -

　　　　　　・シーエックスカーゴ乗車証人員は、１１月：７７３人、１２月：７５８人、１月：６５０人、２月：６５９人、３月：８６１人。

　　　　　　月
　年 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

H20.10～ 1,411,053円 1,370,402円 1,367,345円 1,189,631円 1,248,762円 1,324,163円 1,399,349円 1,546,730円 1,398,557円 1,391,750円 1,356,488円 1,305,817円 16,310,047円

H21.10～ 1,427,250円 1,415,250円 1,501,285円 1,307,595円 1,293,011円 1,370,619円 1,444,183円 1,494,575円 1,357,113円 1,505,043円 1,334,336円 1,381,683円 16,831,943円

H22.10～ 1,593,098円 1,492,439円 1,520,053円 1,299,559円 1,417,673円 1,523,519円 1,550,286円 1,554,458円 1,493,515円 1,482,637円 1,545,147円 1,524,363円 17,996,747円

H23.10～ 1,751,426円 1,587,783円 1,757,497円 － － － － － － － － － 5,096,706円

Ｈ21/Ｈ20 101.1% 103.3% 109.8% 109.9% 103.5% 103.5% 103.2% 96.6% 97.0% 108.1% 98.4% 105.8% 103.2%

Ｈ22/Ｈ21 111.6% 105.5% 101.3% 99.4% 109.6% 111.2% 107.3% 104.0% 110.1% 98.5% 115.8% 110.3% 106.9%

Ｈ23/Ｈ22 109.9% 106.4% 115.6% － － － － － － － － － -

　⑤鳥栖～神埼線輸送人員

　⑥鳥栖～神埼線運賃収入

4

8,217  
7,579  7,594  

6,649  6,907  

7,442  7,894  
8,300  

7,729  7,707  
7,305  7,438  

8,002  
7,452  7,728  

6,913  6,959  
7,436  7,715  7,860  

7,216  7,746  
6,846  7,244  

8,079  
7,563  

7,624  
6,652  7,203  

7,896  
7,989  8,115  

8,064  
7,719  

7,493  7,138  

8,573  
7,774  

8,670  

0人 

1,500人 

3,000人 

4,500人 

6,000人 

7,500人 

9,000人 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス輸送人員（鳥栖～神埼線：月計比較） 
H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 

1,411,053  
1,370,402  1,367,345  

1,189,631  1,248,762  1,324,163  
1,399,349  1,546,730  1,398,557  

1,391,750  
1,356,488  1,305,817  1,427,250  

1,415,250  1,501,285  

1,307,595  
1,293,011  1,370,619  

1,444,183  1,494,575  1,357,113  1,505,043  1,334,336  1,381,683  

1,593,098  

1,492,439  
1,520,053  

1,299,559  

1,417,673  

1,523,519  

1,550,286  

1,554,458  

1,493,515  

1,482,637  

1,545,147  

1,524,363  

1,751,426  

1,587,783  

1,757,497  

0円 

250,000円 

500,000円 

750,000円 

1,000,000円 

1,250,000円 

1,500,000円 

1,750,000円 

2,000,000円 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

路線バス運賃収入（鳥栖～神埼線：月計比較） 

H20.10～ 
H21.10～ 
H22.10～ 
H23.10～ 



利用状況について（鳥栖市ミニバス）

資
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（１）鳥栖地区

輸　送　人　員

H21.10月
～H22.9月

3,656人

H22.10月
～H23.9月

4,904人

H23/H22 134%

（２）田代地区

輸　送　人　員

H21.10月
～H22.9月

4,704人

H22.10月
～H23.9月

5,342人

H23/H22 114%

（３）合計

輸　送　人　員

H21.10月
～H22.9月

8,360人

H22.10月
～H23.9月

10,246人

H23/H22 123%

鳥栖市ミニバスの運行実績

1
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鳥栖地区輸送実績推移 H21.10月～輸送人員 H22.10月～輸送人員 H23.10月～輸送人員 
H21.10月～1日平均 H22.10月～1日平均 H23.10月～1日平均 
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田代地区輸送実績推移 H21.10月～輸送人員 H22.10月～輸送人員 H23.10月～輸送人員 
H21.10月～1日平均 H22.10月～1日平均 H23.10月～1日平均 
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輸送実績推移：両地区計 
H21.10月～輸送人員 H22.10月～輸送人員 H23.10月～輸送人員 
H21.10月～1日平均 H22.10月～1日平均 H23.10月～1日平均 
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前年との比較 
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１．評価 

１-１ 評価の基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 評価の基本的な考え方 

 

 

 

○評価は計画事業（弥生が丘循環線の新設、鳥栖地区・田代地区へのミニバスの導入）を中心に実施する。 

○評価の視点は「市内線利用者数の確保」「ミニバス利用者数の状況」「市内線の財政負担」「交通空白エリアの減少」とする。 

鳥栖市地域公共交通総合連携計画の目標 

市内線の運行形態の効率化を通じてバスの利便性向上を図るとと

もに、利用促進を通じ収益増加を目指す 

現在の公共交通利用者の移動確保を図るとともに、高齢者等の日常

生活に必要な公共交通の確保を目指す 

新たな交通資源の投入等により、市内の交通空白地域の解消を目指

す 

既存交通資源の活用を通じて、投資効果の向上を目指す 

評
価 

評価の対象（計画事業を中心に実施） 

目標① 

目標② 

目標③ 

目標④ 

市内線２事業：弥生が丘循環線の新設 ※基里線の新設（昨年度同様） 

ミニバス2事業：鳥栖地区路線・田代地区路線の導入 

対象① 

対象② 

 

 

 

評価の視点 

市内線利用者数の確保 

ミニバス利用者数の状況 

（ミニバス沿線住民の移動制約者の減少） 

市内線の財政負担  

交通空白エリアの減少 

評価結果等を整理 

視点① 

視点② 

視点③ 

視点④ 

※下記評価の視点について、目標①の内容を踏まえ視点①お

よび視点②を設定。また目標②および③の内容を踏まえ視

点③を、目標④の内容を踏まえ視点④を設定。 
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１-２ 計画全体の評価結果 

１-２-１ 利用者数の評価 

 

 

 

 

 

表１ 市内線の利用者数の評価【数値目標】 

評価 

対象 

従前値 評価値（実績） 評価値（実績） 目標値 

評価結果 備考 H20 H21 H22 H23 

（H20.10～H21.9） （H21.10～H22.9） （H22.10～H23.9） （H23.10～H24.9） 

市内線 ８．７万人 
８．８万人 

基準値：9.6 万人 

８．８万人 

基準値：10.6 万人 
11.5 万人※1 △ 

・運行開始以降（H21.10～H23.9）の月報を基に評価値を算出 

・評価値は、利用者数（月報）の数値を補正し算出※2 

・基準値はH23の目標値の推移を踏まえ設定 

※１：上表の青字部分は連携計画に掲げた数値目標。なお、各年の事業期間はバス事業期間に合わせて表示したため連携計画の年度とは異なる。 

※２：利用者数（年報）と利用者数（月報）の数値に差異があるため、過去の年報と月報の数値から補正率を設定して算出した（補正率は、過年度の評価で使用したものを使用）。 

 

表２ ミニバスの利用者数の評価【数値目標】 

評価 

対象 

従前値 評価値（実績） 評価値（実績） 目標値 

評価結果 備考 H20 H21 H22 H23 

（H20.10～H21.9） （H21.10～H22.9） （H22.10～H23.9） （H23.10～H24.9） 

ミニバス ― 約８,400 人 
約10,200人 

基準値：8,600 人 
8,900 人※ ○ 

・運行開始以降（H21.10～H23.9）の日報・月報を基に評価

値を算出 

※：上表の青字部分は連携計画に掲げた数値目標。Ｈ23 目標値については連携計画策定時に 7,000 人と設定。Ｈ21 年度において目標値を上回ったため、現在の数値に変更。 

なお、各年の事業期間はバス事業期間に合わせて表示したため連携計画の年度とは異なる。 

○市内線全体の利用者数は、H22実績で約88,000人/年となっており、基準値106,000人には及ばないものの、見直し前（H20

実績：見直し前）の約 87,000 人/年から約 1,000 人/年増加している。表１ 

○なおミニバス全体の利用者数は、基準値 8,600 人/年に対し評価値約 10,200 人と、基準値を上回る水準に達している。表２ 
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１-２-２ 財政負担額の評価 

 

 

 

 

 

表３ 市内線の財政負担額（総額）の評価 

評価 

対象 

従前値 評価値（実績） 評価値（実績） 目標値 
評価結果 備考 

H20 H21 H22 H23 

市内線 約 4,059 万円 約 3,995 万円 約 4,049 万円  ○ 

・弥生が丘線については「運行経費から運行収入を差し引いた額を

市と企業で 1/2 ずつ負担」という共同運行実施に当たっての原則を

踏まえ算出 

・弥生が丘線の共同運行に伴い「弥生が丘線増便運行」分と新たな「基里線の

運行」分が財政負担の増加を伴うことなく提供できたという効果 

＜参考＞ 

ミニバス 
― 約 496 万円 約 458 万円  ○  

 

表４ 市内線の運行キロ当たり財政負担額の評価 

評価 

対象 

従前値 評価値（実績） 評価値（実績） 目標値 
評価結果 備考 

H20 H21 H22 H23 

市内線 約 176 円 約 173 円 約 177 円  △ 
・弥生が丘線については「運行経費から運行収入を差し引いた額を

市と企業で 1/2 ずつ負担」という共同運行実施に当たっての原則を

踏まえ算出 

＜参考＞ 

ミニバス 
― 約 285 円 約 263 円  ○  

○市内線全体の財政負担額は、H22 実績で約 4,049 万円/年となっており、約 4,059 万円/年（H20 実績：見直し前）から約

10 万円/年抑制されている（運行キロ当たり財政負担額は維持）。表３、表４ 

○なおミニバス全体の財政負担額は、H22 実績で約 458 万円/年となっており、H21 実績の約 496 万円/年から約 38 万円/

年削減された（運行キロ当たり財政負担額も削減）。表３、表４ 



4 
 

 

１-２-３ 交通空白エリアの減少状況の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 鳥栖市の主な交通空白エリア《計画策定時に設定》           図３ 交通空白エリアの解消（３エリア）※H21～                               

解消 
山都町 

空白エリア 

古賀町周辺 
空白エリア 

田代地区 
空白エリア 

飯田町 
空白エリア 

鳥栖地区 
空白エリア 

三島町丌動島 
周辺空白エリア 

江島町周辺 
空白エリア 

解消 

解消 

一部解消 

山都町 
空白エリア 

古賀町周辺 
空白エリア 

田代地区 
空白エリア 

飯田町 
空白エリア 

鳥栖地区 
空白エリア 

三島町丌動島 
周辺空白エリア 

江島町周辺 
空白エリア 

○昨年と同様に、ミニバス運行や市内線の見直しにより、「田代地区空白エリア」「鳥栖地区空白エリア」「飯田町空白エリア」

の 3 つの交通空白エリアが減少した。※古賀町周辺空白エリアの一部解消（河内線の一部ルート見直しにより）図２、図３ 

○３つの交通空白エリアの解消により約 2,300 人（田代地区空白エリア：1,279 人、鳥栖地区空白エリア：930 人、飯田町空

白エリア：109 人）の高齢者の移動手段を確保した。 

（930） 

（1,279） 

（109） 

（206） 

（93） 

（27） 

※（ ）内はエリア毎の高齢者人口 ※（ ）内はエリア毎の高齢者人口 

（27） 

（206） 

（93） 

（284） 
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※計画事業の評価結果 

【弥生が丘循環線の評価結果】 
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利用者数
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○H22 実績の利用者数は約 36,000 人/年で、約 19,000 人/年(H20 実績：見直し前)から約 17,000 人/年増加している。図

４、図５ 
 ※共同運行従業員はH22 実績で約 6,000 人/年となっており、H21実績と同じ水準にとどまっている。 

 ※見直し前は利用者数 2.4 人/便（0.30人/運行キロ）であったのに対し、H22 実績では 3.2 人/便（0.39人/運行キロ）となっている。 

○H22 実績の財政負担額は約 980 万円/年で、約 1,150 万円(H20 実績：見直し前)から約 170 万円削減された。図４、図６ 
 ※見直し前は財政負担額 1,455 円/便（183 円/運行キロ）であったのに対し、H22実績では 1,037 円/便（127円/運行キロ）となっている。 

図４ 利用者数と財政負担額の推移 
（共同運行企業従業員含む） 

6,406 

5,657 
共同運行企業 

従業員 

図５ 便当たり利用者数と運行キロ当たり利用者数の推移 
（共同運行企業従業員除く） 

図６ 便当たり財政負担額と運行キロ当たり財政負担額の推移 
（共同運行従業員除く） 

人/年 

人/運行キロ 

円/運行キロ 

円/年 
人/便 

円/便 

26,592 
30,327 
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【鳥栖地区路線・田代地区路線の評価結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○H22 実績の利用者数は、鳥栖地区路線で約 4,900 人/年、田代地区路線は約 5,300 人/年で、前年に比べてそれぞれ約 1,200
人/年、約 600 人/年増加している。図７、図８、図９、図１０ 

 ※鳥栖地区路線は利用者数 4.9人/便、財政負担 2,200 円/便、田代地区路線は利用者数 5.2人/便、財政負担 2,200円/便で、前年に比べて便

当たり利用者数の増加、便当たり財政負担額の削減が進んでいる。 

○利用者の外出機会も、鳥栖地区路線で約 33 回/週、田代地区路線で約 48 回/週、両路線合計で約 81 回/週（約 4,186 回/年）
増加しており、年間で前年に比べて約 1,274 回/年増加している。表５ 
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図７ 鳥栖地区路線の利用者数と財政負担額の推移 
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図８ 田代地区路線の利用者数と財政負担額の推移 
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図９ 鳥栖地区路線の便当たり 
利用者数・財政負担額の推移 

図１０ 田代地区路線の便当たり 
利用者数・財政負担額の推移 
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見直し後2年目

（H22実績）

便当たり利用者数
便当たり財政負担額

全体 週4日 週3日 週2日 週1日未満 無回答

田代地区 27 8 4 0 7 8

100.0% 29.6% 14.8% 0.0% 25.9% 29.6%

鳥栖地区 12 1 9 1 0 1

100.0% 8.3% 75.0% 8.3% 0.0% 8.3%

合計 39 9 13 1 7 9

100.0% 23.1% 33.3% 2.6% 17.9% 23.1%

（注）1段目はサンプル数、2段目は横％

表５ 外出機会の増加回数 

47.5回/週 
※昨年38回/週 

33回/週 
※昨年18回/週 

80.5回/週 
※昨年56回/週 

4,186回/年 
※昨年2,912回/年 

人/年 円/年 

人/年 円/年 

人/便 円/便 人/便 円/便 
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１-３ 評価結果（まとめ） 

 

 

評価の視点 評価指標 見直し前 
見直し後 

２年目 
評価 

効果・今後の課題等 
 

○：効果、●：今後の課題等 

市内線利用者数の確保 利用者数 87,000 人 
88,000 人 

基準値：106,000 人 
△ 

○基準値には及ばななかったものの、見直し前と比較

して 1,000 人/年増加 

●各市内路線のさらなる利用者の獲得 

ミニバス利用者数 

（ミニバス沿線住民の移動制約者の減少） 
利用者数 ― 

10,200 人 

基準値：8,600人 
○ 

○基準値 8,600 人/年を 1,600 人/年上回る 

※連携計画策定時の目標値 7,000 人/年と 

比較すると 3,200 人/年上回る 

●鳥栖地区路線をはじめとした両路線の更なる

利用促進および運行の効率化 

市内線の財政負担額 

財政負担額 約 4,059 万円 約 4,049 万円 ○ 
○財政負担額（総額）は見直し前と比べて約 10 万円/

年削減されており、財政負担を軽減 

○弥生が丘線の共同運行に伴い「弥生が丘線増便運行」

分と新たな「基里線の運行」分が財政負担の増加を

伴うことなく提供できたという効果 

●財政負担の更なる抑制 

運行キロ当たり 

財政負担額 
約 176 円 約 177 円 △ 

交通空白エリアの減少 
解消する交通空白

エリア数 
― 

「田代地区空白エリア」
「鳥栖地区空白エリア」

「飯田町空白エリア」の３
エリアが減少 
※古賀町周辺空白エリアの一

部解消（河内線の一部ルー
ト見直しにより） 

○ 
○３エリア合計で高齢者約 2,300 人の日常生活

の移動手段を確保 

●他の交通空白エリアへの対応 

○1-2-1～1-2-３の評価結果とともに、今後の課題を含めて、下表の通り、評価結果をとりまとめた。 
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２．各事業の効果・課題把握 

２-１ 弥生が丘循環線の効果・課題 

１）路線概要                                       ２）通勤者の利用状況等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5%

86.4%

9.1%

0.0%

今のままで良い 変えた方が良い
分からない 無回答

○通勤者の移動手段の確保や鉄道駅との結節機能の強化等を目指し、沿線企業との

共同運行・系統の単純化による増便等の見直しが行われた。 

○利用特性の把握に向けて、主に通勤者（共同運行企業従業員除く）を対象に分析を実施した。

※一般利用者（通勤者除く）についても分析 

【見直し後】 

鉄道駅との結節

強化を目指す 

共同運行企業を中

心に、通勤者の移

動手段の確保 

通勤時間帯の快速

への接続により、

鉄道との結節強化 

ゾーン４ 

ゾーン２ 

ゾーン３ 

ゾーン１ 

【見直し前】 

これまでの主な取組内容 

○JR 在来線のダイヤ改正を踏まえたダイヤ改正 

○企業向けエコ通勤マップの作成・配布 

○共同運行企業・交通事業者との連携会議 

○共同運行企業従業員へのアンケート調査の実施 

○サガン鳥栖カラーバスの運行 

※高齢者対応車両(ローステップバス車両)の導入 

 ※当該車両導入の PR の実施 

 【市民全体への主な利用促進策】 

○バスマップの作成・配布 

○『バスの日』イベント in 鳥栖の開催 

○鳥栖市公共交通ニュースの発行 

○市報による利用促進啓発 

●産業団地周辺における鉄道との連携も踏

まえた通勤者（共同運行企業従業員除く）

の獲得 

 

●弥生が丘周辺や加藤田町入口周辺におけ

る一般利用者（通勤者以外）の獲得 

主な課題（昨年度） 

図１１ 弥生が丘循環線の路線図 

68.2%

22.7%

9.1%

0.0%

今のままで良い 変えた方が良い
分からない 無回答

図１２ 運行ルートについて（通勤者） 

○運行ダイヤは「変えた方が良い」という回答が約９割を占めている。 

 ※朝の運行ダイヤよりも、夕方・夜間の運行時間帯の充実を求める要望が多い。 

○利用時間帯の状況は昨年度とほぼ同じで、朝の通勤時間帯では利用者が若干増加しているが、夕方・

夜間の帰宅時間帯は減少傾向にある。 

図１５ 運行ダイヤについて 

（通勤者） 

  

・夕方の便を増便してほしい 

・1～2 本/時間に増便してほしい 

・夜間の運行時間帯を延ばしてほしい 

・朝のダイヤの問題ない 

【運行ダイヤの主な改善要望内容】 

 

図１６ 通勤者の利用時間帯（平日） 図１７ 通勤者の利用時間帯（平日） 

※昨年度 

①運行ルートについて 

②運行ダイヤについて 

○運行ルートは「今のままで良い」という回答が約７割を占めている。 

○利用区間の状況は昨年度とほぼ同じで、ゾーン４の顕著な利用増加も見られないことから、主たる課

題の「産業団地周辺における通勤者の獲得」への対応は進んでいるとは言えない状況と想定される。 

 ※企業が集積する産業団地周辺でも利用が伸び悩んでいる。 
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○昨年度と同様に、運行ダイヤや運行ルートなど、運行の基礎的な情報提供に対する高いニーズが認められる。 

○依然として、通勤者の弥生が丘循環線の運行内容に対する認知度が十分進んでいない状況が伺える。 

図１８ 通勤者の提供してほしい情報内容 

13.6%

36.4%

4.5%

4.5%

0.0%

4.5%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

運行ルート

運行ダイヤ

料金

鉄道や他のバスとの乗り継ぎ

沿線に立地するレストランや商店等の情報

沿線のイベント情報

その他

平日(N=22)

※複数回答

7.7%

30.8%

15.4%

3.8%

7.7%

0.0%

0.0%

53.8%

0.0%

0.0%

0.0%

3.8%

0.0%

0.0%

22.2%

66.7%

9.1%

27.3%

18.2%

27.3%

9.1%

9.1%

9.1%

27.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特定地区専用（地域限定）バスマップの配布

バスの運賃や経路など基本的なバス情報の発信

ＪＲとバスの乗り継ぎ時刻等情報の発信

カードサイズの最寄りのバス停時刻表の配布

バス利用による商店街割引などのサービス提供

クルマの免許証返納者へのバス利用特典の提供

バスの効果（環境や健康等）をアピール

無回答

特定地区専用（地域限定）バスマップの配布

バスの運賃や経路など基本的なバス情報の発信

ＪＲとバスの乗り継ぎ時刻等情報の発信

カードサイズの最寄りのバス停時刻表の配布

バス利用による商店街割引などのサービス提供

クルマの免許証返納者へのバス利用特典の提供

バスの効果（環境や健康等）をアピール

無回答

特定地区専用（地域限定）バスマップの配布

バスの運賃や経路など基本的なバス情報の発信

ＪＲとバスの乗り継ぎ時刻等情報の発信

カードサイズの最寄りのバス停時刻表の配布

バス利用による商店街割引などのサービス提供

クルマの免許証返納者へのバス利用特典の提供

バスの効果（環境や健康等）をアピール

無回答

平
日

土
曜
日

日
曜
日

（ｎ=26）

（ｎ=9）

（ｎ=11）

図１９ 通勤者の利用者を増やすための取り組み ※昨年度 

○運行ルートは「今のままで良い」という回答が約６割を占めている。 

○利用区間の状況は、昨年度と比べて、ゾーン３・ゾーン４の顕著な利用増加が認め

られることから、主たる課題である「弥生が丘周辺や加藤田町入口周辺における  

一般利用者の獲得」への対応が進んでいる状況が想定される。 

 

図２1 運行ルートについて 

（一般利用者） 

61.6%
19.2%

2.7%

16.4%

今のままで良い 変えた方が良い
分からない 無回答

図 20 一般利用者の利用区間（平日） 

○運行ダイヤは「変えた方が良い」という回答が半数以上を占めている。 

 ※増便要望が多く見られる他、11 時台の運行（弥生が丘方面）を求める要望が多い。 

○利用時間帯の状況は、昨年度と比べて、見直し 1 年目に便数を厚くした 9 時台および 12

時台の利用を中心に、全体として各時間帯で利用が増加している。 

 ※昨年度利用が少なかった昼間時間帯（13～16 時台）の対応も進んでいる状況が伺える。 

 

34.2%

52.1%

1.4% 12.3%

今のままで良い 変えた方が良い
分からない 無回答
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図２４ 一般利用者の利用時間帯（平日）※昨年度 

8.2%

8.2%

1.4%

5.5%

0.0%

0.0%

5.5%

3.7%

11.1%

5.6%

9.3%

3.7%

0.0%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

運行ルート

運行ダイヤ

料金

鉄道や他のバスとの乗り継ぎ

沿線に立地するレストランや商店等の情報

沿線のイベント情報

その他

平日(N=73)

休日(N=54)

※複数回答

図２６ 一般利用者の利用者を増やすための取り組み ※昨年度 

4.6%

7.7%

13.8%

4.6%

7.7%

4.6%

3.1%

66.2%

5.9%

11.8%

13.7%

4.6%

3.9%

2.0%

7.8%

66.7%

3.2%

19.4%

16.1%

3.2%

19.4%

3.2%

12.9%

41.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特定地区専用（地域限定）バスマップの配布

バスの運賃や経路など基本的なバス情報の発信

ＪＲとバスの乗り継ぎ時刻等情報の発信

カードサイズの最寄りのバス停時刻表の配布

バス利用による商店街割引などのサービス提供

クルマの免許証返納者へのバス利用特典の提供

バスの効果（環境や健康等）をアピール

無回答

特定地区専用（地域限定）バスマップの配布

バスの運賃や経路など基本的なバス情報の発信

ＪＲとバスの乗り継ぎ時刻等情報の発信

カードサイズの最寄りのバス停時刻表の配布

バス利用による商店街割引などのサービス提供

クルマの免許証返納者へのバス利用特典の提供

バスの効果（環境や健康等）をアピール

無回答

特定地区専用（地域限定）バスマップの配布

バスの運賃や経路など基本的なバス情報の発信

ＪＲとバスの乗り継ぎ時刻等情報の発信

カードサイズの最寄りのバス停時刻表の配布

バス利用による商店街割引などのサービス提供

クルマの免許証返納者へのバス利用特典の提供

バスの効果（環境や健康等）をアピール

無回答

平
日

土
曜
日

日
曜
日

（ｎ=65）

（ｎ=51）

（ｎ=31）

【運行ダイヤの主な改善要望内容】 

・1 本/時間に増便してほしい 

・帰りの便を充実してほしい 

※特に 11 時台の便（鳥栖駅前発） 

 

図２２ 運行ダイヤについて 

図２３ 一般利用者の利用時間帯（平日） 

（一般利用者） 

図２５ 一般利用者の提供してほしい情報内容 

○昨年度と同様に、運行ダイヤや運行ルートなどの運行の基礎的な情報、JR 等との乗り継ぎ情報に対する高いニーズが認められる。 

○今後も、運行内容の情報提供や JR との乗り継ぎ情報提供ニーズに対する対応を進めていくことが重要と言える。 

③情報提供について 

３）一般利用者の利用状況等 

①運行ルートについて ②運行ダイヤについて 

③情報提供について 



10 
 

5 

9 

0 

4 

0 

4 

1 

4 

0 0 
0

5

10

15

20

8
時
台

9
時
台

1
0
時
台

1
1
時
台

1
2
時
台

1
3
時
台

1
4
時
台

1
5
時
台

1
6
時
台

1
7
時
台

平日

全体(N=27)

（人）

２-２ 基里線の効果・課題 

１）路線概要                                                 ２）高齢者の利用状況等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高齢者の移動手段を確保しつつ、交通空白地域の解消を目指し、運行ルートの再編が行われた。 

○利用特性の把握に向けて、高齢者を主な対象に分析を行った。 

 ※高齢者の利用割合は、昨年度と比較して増加傾向（平日調査高齢者割合：54.2％（H22）→84％（H23）） 

 

ゾーン 5 

【見直し後】 

ゾーン２ 

ゾーン３ 

 
【見直し前】 

ゾーン２ 

ゾーン３ 

ゾーン４ 

81.0%

9.5%

0.0%
9.5%

今のままで良い 変えた方が良い
分からない 無回答

図３０ 運行ダイヤについて 

52.4%38.1%

0.0%
9.5%

今のままで良い 変えた方が良い
分からない 無回答

○運行ダイヤは「今のままで良い」という回答が半数以上を占めている。 

○利用時間帯の状況は、昨年度と比べて、全体として各時間帯で利用が増加している。 

 ※昨年度課題として挙げられた午後便についても利用が増加している。 

 ※10 時台、14 時台の利用が進んでいない状況にある。 

図３１ 高齢者の利用時間帯（平日） 
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図３２ 高齢者の利用時間帯（平日）※昨年度 

○依然として、昨年度と同様に、運行ダイヤ・運行ルート・運賃などの運行の基礎的な情報に対する  

ニーズが認められる。 

 

図３３ 高齢者の提供してほしい情報内容 

19.0%

14.3%

9.5%

4.8%

0.0%
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9.5%

0% 5% 10% 15% 20%

運行ルート

運行ダイヤ

料金

鉄道や他のバスとの乗り継ぎ

沿線に立地するレストランや商店等の情報

沿線のイベント情報

その他

平日(N=21)

※複数回答
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0.0%
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15.4%

0.0%

7.7%

7.7%

69.2%

0.0%

25.0%

8.3%

15.4%

8.3%

0.0%

0.0%

50.0%

33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

66.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特定地区専用（地域限定）バスマップの配布

バスの運賃や経路など基本的なバス情報の発信

ＪＲとバスの乗り継ぎ時刻等情報の発信

カードサイズの最寄りのバス停時刻表の配布

バス利用による商店街割引などのサービス提供

クルマの免許証返納者へのバス利用特典の提供

バスの効果（環境や健康等）をアピール

無回答

特定地区専用（地域限定）バスマップの配布

バスの運賃や経路など基本的なバス情報の発信

ＪＲとバスの乗り継ぎ時刻等情報の発信

カードサイズの最寄りのバス停時刻表の配布

バス利用による商店街割引などのサービス提供

クルマの免許証返納者へのバス利用特典の提供

バスの効果（環境や健康等）をアピール

無回答

特定地区専用（地域限定）バスマップの配布

バスの運賃や経路など基本的なバス情報の発信

ＪＲとバスの乗り継ぎ時刻等情報の発信

カードサイズの最寄りのバス停時刻表の配布

バス利用による商店街割引などのサービス提供

クルマの免許証返納者へのバス利用特典の提供

バスの効果（環境や健康等）をアピール

無回答

平
日

土
曜
日

日
曜
日

（ｎ=13）

（ｎ=12）

（ｎ=3）

図３４ 高齢者の利用者を増やすための取り組み ※昨年度 

これまでの主な取組内容 

○運行ダイヤの改善 

○サガン鳥栖バスの運行 

※高齢者対応車両（ローステップバス車両）の導入 

 ※当該車両導入の PR の実施 

 

●曜日別の利用状況に係わるデータを蓄積した上での

運行の効率化に向けた検討 

●往復利用者や新規利用者の獲得（高齢者） 

●姫方周辺における運行ルートの効率化に向けた対応 

●午後便を中心とした運行ダイヤの改善に向けた対応 

●運行の基礎的な情報提供ニーズへの対応 

●高齢者にとって使いやすい情報ツールの検討 

主な課題（昨年度） 

※市民全体への主な利用促進策は弥生が丘循環線と同じ 

図２７ 基里線の路線図 

図２９ 高齢者の利用区間（平日） 

図２８ 運行ルートについて 

（高齢者） 

○運行ルートは「今のままで良い」という回答が約８割を占めている。 

○利用区間の状況は、昨年度と比べて、３つのゾーン全てで利用増加が認められる。 

 

 

（高齢者） 

①運行ルートについて 

②運行ダイヤについて 

③情報提供について 
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２-３ 鳥栖地区路線の効果・課題 

１）路線概要                                                   ２）利用状況 
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580 
433 

236 
334 

0
100
200
300
400
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900

1000

１便 ２便 ３便 ４便 ５便 ６便 ７便

（右回り） （左回り） （右回り） （左回り） （右回り） （左回り） （右回り）

9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台

人

鳥栖地区便別集計(H21年10月～H22年9月)

○高齢者の移動手段の確保を目的に新たに交通空白地域に導入した。 

○利用特性の把握に向けて、高齢者を主な対象に分析を行った。 

（利用者のほぼ全ては高齢者と捉え、分析を実施）※往復利用者の割合は増加（28％（H22）→44％（H23）） 

図３５ 鳥栖地区路線の路線図 

右回り・左回りを設定 

（9 時始発右回り、10 時発

左回りと交互に運行） 

※終発 15 時（15：58 発）

は右回り 

フレスポ鳥栖とイズミ鳥

栖店を拠点にルートを設

定 

これまでの主な取組内容 

○今泉町いずみパーク周辺への一部ルート延伸 

○夕方午後４時台の運行 

○ミニバス内の BGM 放送 

○運行地区へのミニバスマップのポスティング 

○運行地区への時刻表のポスティング 

○フレスポ鳥栖でのミニバスマップ（大型版）掲示 

○運行ダイヤは「今のままで良い」という回答が約７割を占めている。 

○利用時間帯の状況は、時間帯別の利用割合は昨年度とほぼ同じ傾向だが、利用者数は一部を除き増加傾向にあり、利用者数は夕方便（第７便 15:58 発右回り）についても増加が認められる。 

 ※また昨年度課題として挙げられた左回りの便についても同様に利用増加が認められる。 

○一方で、昨年度同様に、第６便（14：58 発）は他の便と比べて極端に低い利用状況となっている。 

 

 
61.0%

68.2%

63.5%

22.0%

18.2%

20.6%

9.8%

0.0%

6.3%

7.3%

13.6%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田代地区(N=41)

鳥栖地区(N=22)

合計(N=63)

今のままで良い 変えた方が良い 分からない 無回答

図３８ 運行ダイヤについて 

図４０ 利用時間帯 ※昨年度 
図３９ 利用時間帯 

●往復利用者や新規利用者の獲得（高齢者） 

●JR 鹿児島本線東側・西側における更なる需要の

掘り起こし ※ルートの一部延伸等を検討 

●運行ダイヤの改善（左回りのダイヤ改善や夕方便

の運行検討） 

●市報やバスマップなどを活用した効果的な広報の

実施や運行の基礎情報等の提供 

主な課題（昨年度） 

一部ルート延伸

（「いづみパーク
前」バス停新設） 

ゾーン 3 に位置する「いづみ

パーク前」新設バス停での利用

は見られなかった 

※市民全体への主な利用促進策は弥生が丘循環線と同じ 

992 

850 

1,027 

739 

557 

299 

440 

0

200

400
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800

1,000

1,200

第1便 第2便 第3便 第4便 第5便 第6便 第7便

人/年 
人/年 

68.3%

86.4%

74.6%

14.6%

0.0%

9.5%

7.3%

0.0%

4.8%

9.8%

13.6%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田代地区(N=41)

鳥栖地区(N=22)

合計(N=63)

今のままで良い 変えた方が良い 分からない 無回答

図３６ 運行ルートについて 

図３７ 主な利用区間 

○運行ルートは「今のままで良い」という回答が約９割を占めている。 

○利用区間の状況は、昨年度と比べて、JR 鹿児島本線東側（ゾーン３・ゾーン４）

および JR 鹿児島本線西側（ゾーン６）で着実な利用増加が認められることか

ら、主たる課題である「JR 鹿児島本線東側・西側における利用者の獲得」への

対応が進んでいる状況が想定される。 

※ただし、「JR 鹿児島本線東側における更なる需要の掘り起こし」について、

ルート一部延伸部分に位置する「いずみパーク前」バス停での利用は見られ

なかったことから、当該エリア周辺における広報が重要と考えられる。 

①運行ルートについて 

②運行ダイヤについて 
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２-４ 田代地区路線の効果・課題 

１）路線概要                                                  ２）利用状況 
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9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台

人
田代地区便別集計(H21年10月～H22年9月)

○高齢者の移動手段の確保を目的に新たに交通空白地域に導入した。 

○利用特性の把握に向けて、高齢者を主な対象に分析を行った。 

（利用者のほぼ全ては高齢者と捉え、分析を実施） 

※往復利用者の割合は同水準を維持（29％（H22）→27％（H23）） 

図４１ 田代地区路線の路線図 

フレスポ鳥栖を拠点にルー

トを設定 

これまでの主な取組内容 

○田代本町住宅地への一部ルート延伸 

○フリー乗降区間の導入・追加 

○夕方午後４時台の運行 

○ミニバス内の BGM 放送 

○運行地区へのミニバスマップのポスティング 

○運行地区への時刻表のポスティング 

○フレスポ鳥栖でのミニバスマップ（大型版）掲示 

図４２ 運行ルートについて 

図４３ 利用区間 

○運行ダイヤは「今のままで良い」という回答が約６割を占めている。 

○利用時間帯の状況は時間帯別の利用割合は昨年度とほぼ同じ傾向だが、利用者数は一部を除き増加傾

向にあり、夕方便（第７便 15:58 発）についても若干の増加が認められる。 

○一方で、昨年度同様に、第６便（14：58 発）は他の便と比べて極端に低い利用状況となっている。 

 ※第６便の利用者数は、昨年度と比べても減少 

図４４ 運行ダイヤについて 

61.0%

68.2%

63.5%

22.0%

18.2%

20.6%

9.8%

0.0%

6.3%

7.3%

13.6%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田代地区(N=41)

鳥栖地区(N=22)

合計(N=63)

今のままで良い 変えた方が良い 分からない 無回答

○昨年度と同様に、運行ダイヤや運行ルートなどの運行の基礎的な情報、他の交通

機関との乗り継ぎ情報に対する高いニーズが認められる。 

○今後も、運行内容の情報提供や JR との乗り継ぎ情報提供ニーズに対する対応を進

めていくことが重要と言える。 

 

図４５ 利用時間帯 

図４６ 利用時間帯 ※昨年度 
図４７ 提供してほしい情報内容 

12.2%

24.4%

7.3%

0.0%

0.0%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

7.9%

15.9%

4.8%

0.0%

0.0%

1.6%

0% 10% 20% 30%

運行経路の情報

時刻表

鉄道等との乗り継ぎをよくする情報

沿線にあるレストランなどの施設情報

沿線のイベント情報

バスを利用することで得られるＣＯ２削減効

果

田代地区(N=41)

鳥栖地区(N=22)

合計(N=63)

図４８ 利用者を増やすための取り組み ※昨年度 

7.3%

14.6%

0.0%

2.4%

0.0%

0.0%

82.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

運賃や経路を知らせる

乗り継ぎをよくする

時刻表を配る

特典（商店街割引・免許返

上）をつける

ＣＯ２削減効果をピーアール

試乗会（イベント）を実施

無回答 田代地区

（ｎ=41）

※市民全体への主な利用促進策は弥生が丘循環線と同じ 

●往復利用者や新規利用者の獲得（高齢者） 

●鳥栖駅から一定距離離れたエリアでの需要

の掘り起こし※ルートの一部延伸等を検討 

●運行ダイヤの改善（夕方便の運行や毎日運

行ニーズへの対応を検討） 

●市報や地域に根差した情報提供などの効果

的な広報の実施や運行の基礎情報等の提供 

主な課題（昨年度） 

一部ルート延伸

（「田代本町」バ
ス停新設） 

「田代昌町折り

返し」バス停廃
止（H23） 

ゾーン 5 に位置する「田代本町」

新設バス停での利用は降車 1 名

にとどまった 
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68.3%

86.4%
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0.0%
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田代地区(N=41)
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合計(N=63)

今のままで良い 変えた方が良い 分からない 無回答

○運行ルートは「今のままで良い」という回答が約７割を占めている。 

○利用区間の状況は、昨年度と比べて、ゾーン３の利用増加が顕著である。その他

ゾーン４でも利用増加が認められることから、主たる課題である「鳥栖駅から一

定距離離れたエリアでの需要の掘り起こし」への対応も着実に進んでいる状況が

想定される。 

※ただし、「鳥栖駅から一定距離離れたエリアでの需要の掘り起こし」について、

ゾーン５のルート一部延伸部分に位置する「田代本町」バス停での利用は 1 名

にとどまったことから、当該エリア周辺における広報が重要と考えられる。 

 

 

①運行ルートについて 

②運行ダイヤについて 

③情報提供について 
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＜参考＞その他市内線の効果・課題 

河内線・麓線の効果・課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの主な取組内容 

○サガン鳥栖カラーバスの運行 

※高齢者対応車両（ローステップバス車両）の導入 

 ※当該車両導入の PR の実施 

○公共交通ニュースでの広報（路線紹介） 

※市民全体への主な利用促進策は弥生が丘循環線と同じ 

●高齢者を主な対象とした古賀～市民の森区間の新

規利用者の獲得 

●大木～萱方区間の更なる利用者の掘り起こし 

●運行ダイヤの改善（14 時台以降の運行ダイヤの改

善検討） 

●鉄道との乗り継ぎダイヤ等の情報提供ニーズへの

対応 

主な課題（昨年度） 

※市民全体への主な利用促進策は弥生が丘循環線と同じ 

●通勤者を主な対象とした桜ヶ丘入口～西部工業団

地入口区間の新規利用者の獲得 

●鉄道との乗り継ぎを考慮した運行ダイヤの改善

（通勤・帰宅時間帯における JR との運行ダイヤ

の改善検討） 

※新鳥栖駅との結節機能 

主な課題（昨年度） 
【高齢者の利用状況等】 

○運行ルートは「今のままで良い」という回答が約７割 

○昨年度と比べて、古賀～市民の森区間・大木～萱方区間の

利用者は、両区間ともに 5 名増加 

 ※大木～萱方区間では鳥栖駅前周辺までの利用が 9 名増 

○運行ダイヤは「変えた方が良い」「今のままで良い」とい

う回答がほぼ同じ割合（約４割） 

○14～15 時台の利用が増加したものの、16 時台以降の利用

がほとんど見られない 

○昨年度と同様に、鉄道との乗り継ぎ情報の提供のニーズを

確認 

【通勤者の利用状況等】 

○運行ルートは「今のままで良い」という回答が約７割 

○利用区間の状況は昨年度とほぼ同じ状況で、桜ヶ丘入

口～西部工業団地入口の利用者は 2 名のみ 

 ※新鳥栖駅前の利用も 2 名にとどまる 

○運行ダイヤは「変えた方が良い」という回答が約９割 

○JR 鳥栖駅との接続を良くしてほしいという要望など

が見られる。 

○昨年度と同様に、乗り継ぎ情報の提供ニーズを確認と

ともに、運行の基礎的な情報の提供ニーズも確認 

図４９ 河内線の路線図 
図５０ 麓線の路線図 

 

学童輸送区間 
（河内～国泰寺） 

古賀町周辺空白エリア 
住宅地へのバスの乗り入れ 
（H21 に一部ルート見直し） 

一部区間の増便 
（H21 に大木～本通町一丁目

に直行するルートを西鉄鳥

栖経由のルートに転換） 

高齢者の移動手段
の確保が求められ
る路線 

連携計画における「課題解決

の方向性」「施策案」より 

 

学童輸送区間 
（麓駅前～下野） 

系統の単純化 
（H21 に小郡駅までの運行を鳥栖駅までとした上

で、西部工業団地入口とのピストン運行を基本とす

るかたちで系統を単純化） 

西部工業団地への通
勤者などを中心に、
新たな利用者獲得が
求められる路線 

連携計画における「課題解決

の方向性」「施策案」より 

○河内線 
○麓線 

これまでの主な取組内容 

○新鳥栖駅への乗り入れ 
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２－５．今後の方向性の検討（路線別の改善策含む） 

 今後の主な課題 今後の方向性の検討（路線別の改善策含む） 

計画全体 

○市内線の改善（各市内路線のさらなる利用者の獲得、財政負担の維持・抑制） ○市内路線の見直し 

○交通空白地域の更なる解消 

○「江島町周辺空白エリア」におけるミニバスの導入 

 ・定期定路線（他のミニバスと同様に 3 日/週運行） 

 ・当該空白エリアから JR 肥前旭駅までの区間を運行 

市内線 

弥生が丘循環線 

○産業団地周辺における鉄道との連携も踏まえた通勤者の獲得 

・産業団地周辺における利用が少ない区間への対応 

・運行ダイヤ改善ニーズへの対応（夕方の増便ニーズ、夜間の運行時間帯の延長ニーズへの対応） 

・運行の基礎的な情報提供ニーズへの対応 

○一般利用者の 11 時台の運行（弥生が丘方面）要望への対応 

○産業団地周辺における運行ルートの見直し 

○上記運行ルートの見直しに伴う運行ダイヤの改正 

 ※通勤者・一般利用者のニーズや JR との乗り継ぎダイヤを考慮 

○沿線企業や沿線住民への運行の基礎的な情報の提供（運行ダイヤやＪＲとの乗り継

ぎ等の情報） 

○産業団地周辺に立地する企業への継続的な広報 

基里線 

○曜日別・時間帯別の利用状況に係わるデータの蓄積 

○姫方周辺における運行ルートの効率化に向けた対応 

○運行の基礎的な情報提供ニーズへの対応 

○基里線のミニバス化 

 ・定期定路線（他のミニバスと同様に 3 日/週運行）   ※資料 6 により説明 

河内線 

○高齢者を主な対象とした古賀～市民の森区間の新規利用者の獲得 

○大木～萱方区間の更なる利用者の掘り起こし 

○運行ダイヤの改善（14 時台以降の運行ダイヤの改善検討） 

○鉄道との乗り継ぎダイヤ等の情報提供ニーズへの対応 

○沿線地域住民等への運行の基礎的な情報の提供（運行ダイヤやＪＲとの乗り継ぎ等の情報） 

麓線 

○通勤者を主な対象とした桜ヶ丘入口～西部工業団地入口区間の新規利用者の獲得 

○JR 在来線との乗り継ぎを考慮した運行ダイヤの改善 

（通勤・帰宅時間帯における JR 在来線との運行ダイヤの改善検討） 

○新鳥栖駅の利用状況への対応 

○運行ダイヤの見直し 

・JR（在来線）との乗り継ぎ利便性向上 

○沿線地域住民等への運行の基礎的な情報の提供（運行ダイヤやＪＲとの乗り継ぎ等の情報） 

ミニバス 

鳥栖地区路線 

○往復利用者や新規利用者の更なる獲得（高齢者） 

○JR 鹿児島本線東側の新設バス停周辺を中心とした利用者の更なる獲得 

○利用の少ない 14 時台（第 6 便）への対応 

○市報やバスマップなどを活用した効果的な広報の実施や運行の基礎情報等の提供 

○新設バス停「いずみパーク前」周辺における時刻表等の配布 

○「藤戸医院前」バス停付近路線のフリー乗降区間の追加 

○利用者の少ない 14 時台（第 6 便）のダイヤ改善の周知の徹底 

○市報等を通じた取り組み状況の継続的な広報 

田代地区路線 

○往復利用者や新規利用者の更なる獲得（高齢者） 

○鳥栖駅から一定距離離れたエリアの新設バス停周辺を中心とした利用者の更なる獲得 

○利用の少ない 14 時台（第 6 便）への対応 

○市報や地域に根差した情報提供などの効果的な広報の継続や運行の基礎情報・乗り

継ぎ情報等の提供 

○鳥栖駅から一定距離離れたエリアの住民への広報（運行の基礎的な情報の提供等） 

○利用者の少ない 14 時台（第 6 便）のダイヤ改善の周知の徹底 

○市報等を通じた取り組み状況の継続的な広報 

 



 市内路線バス弥生が丘線の運行形態の見直しについて  

 

１．市内路線バス弥生が丘線の現在の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．共同運行継続の見送り 

  平成 24年 4月以降の共同運行継続の見送りについて共同運行事業者より申し入れ 

 

３．弥生が丘線の運行内容の見直し 

  共同運行の廃止により 共同運行事業者の負担がなくなるため、市の財政負担が増加 

従業員送迎バスとしての運行の必要がなくなる 

                運行内容の見直し 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．見直しの時期 

  平成２４年１０月１日～ 

状況：従業員送迎バスを運行 

（JR鳥栖駅～CXカーゴ） 

 

 

共同運行 

事業者 
課題：運行経費の負担大 

同じルート、同じ運行事業者であったことから、 

企業と市で運行経費を負担し、1つの路線のバスとして運行 

・ルートの見直しにより 2系統あった路線バスを集約 

・共同運行事業者従業員への配慮のため通勤・退勤時間帯の増便 

（基里線の一部を応援便として充てることで対応、24便→26便へ） 

共同運行開始（平成 21年 10月） 

①共同運行事業者・鳥栖市双方の費用負担が減少 

②弥生が丘線利用者の増加 

 効 

果 

状況：路線バスの赤字額補助 

（JR 鳥栖駅～弥生が丘） 

 課題：利用者が少ない 

利用しやすい路線バスの実現 

 

鳥栖市 

①基里線からの応援便分の財政負担を削減 

見直しの内容 

現状 見直し後 

基里線からの 
応援便分 

 

②運行形態 

  企業への配慮によらないダイヤ・ルートの見直しができ、一般利用者の利便性が向上 

1.0台 1.0台 

（鳥栖市地域公共交通総合連携計画 P.29） 

資 料 ５ 

0.5台 

従業員送迎

バスとして

の役割 

③運行便数 

  26便→24便程度（共同運行以前と同等程度） 



 新たなミニバスの展開について  

 

１．基里地区へのミニバス導入 

   

【理 由】 

 現行（弥生が丘線共同運行に伴う増便のため 2 台で運行） 

 

 

 

 

 

 

 

基里線は利用者数が尐ないため、 

小型車両で運行可能 

 

 今後 

 

 

   

  【運 行 形 態】 

   

 

 

   

基里地区ミニバスの運行内容 

 

 

 

 

ミニバス導入に伴うメリット・デメリット 

 メリット 

   ・今まで運行できなかった狭小の生活道路への運行の検討が可能となる。 

   ・乗り降り自由区間の延伸の検討が可能となる。 

   ・商業施設や医療施設等へ接続の検討が可能となる。 

 デメリット 

    ・毎日運行から週３日の隔日運行となる。 

 ・特別乗車証が使用できない。 

 

 

① 弥生が丘線（バス 1.5 台分）  ②基里線（バス 0.5 台分）  合計 バス 2.0 台分 

① 大分 

弥生が丘線の共同運行の継続が困難な状況 

① 弥生が丘線（1.5 台分→1台分） ②基里線（0.5 台分→1 台分） 

① 弥生が丘線を路線バス 1 台で運行  ②路線バス「基里線」をミニバスで対応 

ミニバス(鳥栖・田代地区)利用者 

平均約 35 人/日 

路線バス「基里線」利用者 

平均約 26 人/日 

鳥栖地区（月水金曜） 

田代地区（火木土曜） 

週 3 日ずつ運行 

地区別に格差が生じないように

同様の形態で運行を行う 
基里地区 

週 3 日運行 

 

資 料 ６ 

①運 行 回 数＝週 3日の隔日運行 

 ②運 行 便 数＝7便（路線バスと同様） 

 ③運行ルート＝現在のルートを基本とし今後検討 

 



２. 交通空白地域へのミニバス対応 

 

基里地区を運行しない日にミニバスを運行する地区を選定 

           

  ◆優先度の高い交通空白地域の選定 

「鳥栖市地域公共交通総合連携計画」で定めた「交通空白地域」の中で、 

・移動需要 

・高齢者数 

・独居老人世帯数 

上記項目で比較検討の上、優先度が高いと判断し平成 21 年にミニバスを導入 

「交通空白地域」として現在残っている 3 地区を比較し、 

ミニバスを導入する優先度が高い地区を選定 

 

移 動 需 要
（週当たりの全外出行動回数累計）
※総合連携計画策定時調査データ

高 齢 者 数
（65才以上人口）

※平成23年8月現在

独    居
老 人 世 帯 数
※平成23年8月現在

江島町周辺空白エリア
多い

（9,135回）
多い

（206人）
多い

（30世帯）
高い

山都町空白エリア
少ない

（1,595回）
少ない

（93人）
少ない

（ 9世帯）
低い

三島町不動島空白エリア
少ない

（1,358回）
少ない

（27人）
少ない

（ 8世帯）
低い

統計情報(行政区別・年齢別人口)より 独居高齢者台帳より

交 通 空 白 地 域

優 先 度 評 価 の 視 点

優  先  度

 

 

 

 

３． 検討結果 今後の方針（案） 

 

 

 

 

 

 

  ミニバス導入の時期  平成 24 年 10 月 1 日〜 

 

 

相対的に江島町周辺地区の優先度が高い 

1.（基里地区） 

  市内路線バス基里線を廃止し、ミニバスへの変更を行う。 

 

2.（旭地区） 

  交通空白地域「江島町周辺空白エリア」へミニバスを導入する。 

（旭地区） 



路線バス基里線ルート 



旭地区 
（江島町周辺エリア） 

路線バス運行経

ミニバス運行経路 



 

 

 

 

 

【背 景】 

 ・現在乗り降り自由区間として設定している区間は、住宅等が密集し、道路が狭い 

路線が多い。 

 

 ・新たなニーズとして、住宅地等からバス停までの距離がある区間を乗り降り自由 

区間として設定することを希望する意見があった。 

  （H22.9月 加根久鳥栖市店〜桜町旧公民館前を乗り降り自由区間に設定） 

 

 ・今回検討する市道沿線にはバス停が１箇所しかなく、住宅地から利用するには距離

が遠いとの意見があった。 

 

 

【内 容】 

  鳥栖地区  市道酒井西・真木線の区間を乗り降り自由区間として設定する。   

（今泉交差点〜ほっともっと鳥栖今泉店前） 

   （下図、別紙参照） 

 

 

【時 期】 

  平成２４年４月１日からの実施に向けて検討 

 

 

 

 鳥栖市ミニバス（鳥栖地区） 

 乗り降り自由区間の追加について 

 
今泉町公民館南 

 

 

 

藤戸医院前 

鳥栖公民館南 

セントポーリア前 藤戸医院 

鳥栖公民館 

今泉交差点 

ほっともっと 
鳥栖今泉店 

  ミニバスルート 

  ミニバスバス停 

  乗り降り自由区間設定範囲（新規） 

資 料 ７ 



 

秋葉町 

鳥栖公民館南 

鳥栖地区循環線停留所及びフリー乗降区間位置図 

フレスポ鳥栖 

鳥栖駅前 本通町一丁目 

斉藤内科前 

つばさ鳥栖 

宝満宮前 

長福寺南 
鳥栖いづみ園南 

いずみパーク前 

今泉町公民館南 

藤戸医院前 

セントポーリア前 

真木町公民館南 

鳥栖南老人福祉センター 

イズミ鳥栖店 

轟木薬師堂前 

いとうクリニック前 

西町郵便局前 

区間は追加するフリー乗降区間 

区間はフリー乗降区間 

 

 

 

 

起点 鳥栖市今泉町2492-1
終点 鳥栖市今泉町2249-1  

起点 鳥栖市今泉町2247-4
終点 鳥栖市今泉町2435-2  



協議会名：鳥栖市地域公共交通活性化協議会

計画事業に係る事後評価記載様式（最終年度）

Ⅰ　総合評価

　地域の主体的な取組みと創意工夫による公共交通の活性化・再生を通じ、個性豊かで活力に満ちた地域
社会実現に寄与するために適切な事業を選び出し、当該事業を本格実施する環境を整備したか。

　地域の住民・利用者代表者を含む委員で構成される法定協議会を適切に開催し、地域公共交通の活性
化及び地域活性化に向けた適切な事業を選び出し、試行的に事業を実施した。実施した事業については、
計画の目標・実施事業・効果を踏まえた上で、計画事業を中心に、評価および改善策の検討を実施し、次
年度における当該事業の本格実施に向けた環境を整備した。

Ⅱ　計画事業の実施

　総合事業計画において、企業との共同運行実施（弥生が丘線実証運行）及び市内の交通空白地域（２地
区）での乗合タクシー（ミニバス）実証運行の２事業を地域として実施する事業として位置づけている。
   企業との共同運行（弥生が丘線実証運行）については、平成２１年１０月１日から１日２６便の運行を開始
し、平成２３年９月末までの２年間で約５７，０００人が利用した（共同運行企業従業員利用者除く）。
   乗合タクシー（ミニバス）実証運行については、平成２１年１０月１日から２地区とも１日７便（週３日運行）
の運行を開始し、平成２３年９月末までの２年間で約１９，０００人が利用した。
　なお、最終年度に関して、事業計画に位置づけられた事業については、全て事業計画どおり実施した。

　①　事業計画に位置づけられた事業が適切に実施されたか。事業計画に位置づけられた事業が
　　事業計画どおりに実施されなかった場合には、適切な理由等が明らかにされているか。

別紙３ 

1 



　②　実施した事業が地域公共交通に関する目標を達成するために適切な事業であるかどうかを
　　検証したか。

＜企業との共同運行実施（弥生が丘線実証運行）の事業評価結果＞
　弥生が丘線について、利用者総数を見ると、見直し前は１８，５８１人に対し、見直し後２年目は３０，３２７
人となった。また見直し前は１便当たり（運行キロ当たり）の利用者２．４人/便（０．３０人/運行キロ）に対し、
見直し後２年目は３．２人/便（０．３９人/運行キロ）であり、見直し後２年を経過した時点での利用者の増加
（利用効率の向上）が確認できた。
　このことから、運行回数の増加、利便性の向上等による路線バスのサービス改善が市民（利用者）に対し
て効果が発揮できたものと考えられる。
　※利用者数（見直し後）は、共同運行企業従業員を除く一般市民利用者を対象に算出

　市の財政負担総額を見ると、見直し前は１，１５０万円に対し、見直し後2年目は９８０万円となった。また見
直し前は１便当たり（運行キロ当たり）の財政負担額１，４５５円/便（１８３円/運行キロ）に対し、見直し後２
年目は１，０３７円/便（１２７円/運行キロ）であり、見直し後２年を経過した時点での財政負担額の抑制が確
認できた。
　※財政負担額は、「運行経費から運行収入を差し引いた額を市と企業で１/２ずつ負担」という共同運行
     実施に当たっての原則を踏まえ算出

　また共同運行企業では、この１年間に５，６５７人の従業員が利用しており、依然５，０００人を超える利用
となっていることから、通勤・帰宅途上の自動車事故等に関わる不要・損失等の軽減等の企業メリットの発
現にもつながっているものと考えられる（従業員にとっても健康増進効果等のメリットが発現）。

　このように市民（利用者）・行政・企業の三者にとってのメリットの発現は確認されたことから、連携計画の
目標を達成するために適切な事業であると判断できる。

＜乗合タクシー（ミニバス）実証運行の事業評価結果＞
　　ミニバス全体の評価結果としては、利用者数１０，２４６人（昨年度と比較して利用者数は約１．２倍増
加）、交通空白エリアのうち２エリアが減尐（昨年度と同じ）、利用者の１人当たり外出回数約２．０６回/週
（昨年度１．７５回/週と比べ増加）という結果となり、利用者数および交通空白エリア減尐、公共交通サービ
ス向上については一定の成果が得られた。
　路線別に見ると、田代地区循環線は５．２人/便、財政負担額２，２６６円/便、鳥栖地区循環線は４．９人/
便、財政負担額２，２３３円/便となっている（両路線ともに公共交通サービス向上の指標全てが増加し、一
定の成果が確認できた）。

　以上のとおり、本事業の実施により、市民にとっては新たな公共交通の導入による外出機会が増加し、行
政にとっては連携計画の課題であった交通空白地域の解消への対応ができた点がメリットとして発現した。
今後は、さらなる持続可能性の向上に向けた取り組みを進める予定であり、連携計画の目標を達成するた
めに適切な事業であると判断できる。

　①　定められた評価方法・評価基準にしたがって、評価事項について事業を評価したか。
　　その際、事業の効果・影響とそれ以外の効果・影響を分離して評価したか。

＜企業との共同運行実施（弥生が丘線実証運行）の事業評価方法等＞
  「充実したダイヤを設定したうえで、企業との共同運行（実証運行）を行い、利用者の利便性を向上させ、
潜在需要を喚起する」という当該事業の目標を踏まえ、計画事業実施により、市内線全体の利用者数１１
５，０００人/年（年報ベース。以下同じ）を平成２３年度数値目標とし、その達成を目指すこととした。

　以上の状況を踏まえ、当該路線を含む市内線について、連携計画の目標内容に基づき事業効果を評価し
た。見直し３年目の平成２３年目標市内路線利用者数１１５，０００人／年を基に設定した経過基準値につい
て、平成２２年（H２２．１０～H２３．９）を１０６，０００人／年として評価した結果、実績値は８８，０００人／年
となり、基準値には及ばなかったものの、見直し前の平成２０年（H２０.１０～H２１.９）の８７，０００人／年を
上回った。今後も利用実態調査、利用促進策などによりバス利用の推進を図っていく。また、具体的な評価
指標としては、利用者数、財政負担額を設定した。なお、弥生が丘線の利用者数では、見直し前の１８，５８
１人から見直し後２年目には３０，３２７人となった。

＜乗合タクシー（ミニバス）実証運行の事業評価方法等＞
   「鳥栖市の交通空白地域（２地区）で乗合タクシー（ミニバス）を実証運行し、潜在需要の喚起を試行する
とともに、検証を行い、利用者の利便性向上に向けた見直しを図る」という当該事業の目標を踏まえ、当該
路線により、乗合タクシー（ミニバス）２地区の利用者数８，９００人/年を平成２３年数値目標とし、その達成
を目指すこととした。
　※昨年度当初の数値目標７，０００人/年を達成し、上記数値目標に上方修正

　以上の状況を踏まえ、当該路線について、連携計画の目標内容に基づき事業効果を評価した。導入３年
目の平成２３年目標の利用者数８，９００人に対し、１０，２００人（H２２．１０～H２３．９）となり、目標を上回る
結果となった。今後は、新たな目標値を設定し、ミニバス両路線において、さらなる利用者獲得に向けた取
組みを図っていく。なお、具体的な評価指標としては利用者数、交通空白エリアの減尐等を設定した。
　※当初の数値目標７，０００人/年と比べると約３，２００人/年上回った。

Ⅲ　具体的成果
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　②　住民等による自主的な利用促進、啓発等の活動や協賛金拠出への協力等当該事業を
　　本格実施する環境を整備したか。

住民等の自主的な利用促進・協力については、住民・利用者の代表が多く参加する協議会等での議論をさ
らに促進することで、本格実施後の事業への理解・協力を促していきたいと考えている。その他、本格実施
後も、利用実態調査を実施しながら、その結果を踏まえ、市内線およびミニバスの運行主体の交通事業者
と調整を図り、事業環境の整備に努める予定である。

＜乗合タクシー（ミニバス）実証運行の課題把握＞
○当該路線に対する利用者ニーズを利用実態調査で把握し、移動ニーズ（利用目的等）、改善ニーズ（運
　行内容等）の観点から、課題把握に向けた詳細分析を行い、下記の課題を把握した。
　・往復利用者や新規利用者の更なる獲得（高齢者）
　・新設バス停周辺を中心とした利用者の更なる獲得
　・利用の尐ない14時台（第6便）への対応　等

Ⅳ　自立性・持続性

　①　当該事業の本格実施のための財源について検討を行い、財源の目処がついたか。

本格実施の経費については、市内路線バス弥生が丘線及び鳥栖市ミニバスの運行を継続するため、鳥栖
市の財政支出で行うことを確認しており、平成２４年３月議会において審議をお願いする予定。

　①　実施した事業を本格実施するにあたって問題点があるかどうかを検証したか。

＜企業との共同運行実施（弥生が丘線実証運行）の課題把握＞
○共同運行企業の撤退への対応
　※平成21年10月1日から、弥生が丘循環線の共同運行を行ってきたが、平成23年10月26日に、共同運行
     先企業より共同運行更新の辞退の申出があり、共同運行企業の苦慮の末の決断を重く受け止め、やむ
　　なく共同 運行企業の撤退を決定した。
　　　・企業撤退理由：近年の社会経済情勢の激変に伴う、今般の諸事情により、従業員の送迎バスの廃止
                           を行うため
　※次年度から当該路線の市運行経費負担が増加することへの対応
　※企業従業員送迎バスとしての役割がなくなることによる運行形態の見直しの必要性

○当該路線に対する利用者ニーズを利用実態調査で把握し、移動ニーズ（利用目的等）、改善ニーズ（運
　行内容等）の観点から、課題把握に向けた詳細分析を行い、下記の課題を把握した。
　・産業団地周辺における鉄道との連携も踏まえた通勤者の獲得
　・一般利用者の11時台の運行（弥生が丘方面）要望への対応

２　事業の実施環境

１　事業の本格実施に向けての準備
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　③　計画事業を実施するにあたって協議会が適切に開催されていたか。

　第１１回法定協議会においては法定協議会のスケジュール、審議事項、収支予算案等が承認され、計画
事業の進め方、具体の事業内容が報告・審議された。第１２回法定協議会において計画事業の評価及び改
善策の検討結果や事後評価報告案を審議いただく予定である。なお、第１３回法定協議会においては次年
度の事業計画案等が報告・審議される予定であり、計画事業を実施するにあたって法定協議会が適切に開
催されているものと考える。

　④　協議会の議事が傍聴、議事録や関係資料の公開等によって適切に開示されていたか。

　協議会は傍聴席を用意し、鳥栖市ホームページにおいても事前の通知を行った。また、協議会資料・議事
録等も鳥栖市ホームページで公開してきた。

　法定協議会において計画事業の進め方や具体の事業内容が報告・審議されてきた。今後も、今年度実施
した各計画事業の評価・検討結果等を踏まえ、市民代表者や地元交通事業者、関係企業、その他行政機
関等の関係機関と調整を図りつつ、本格実施に向けた事業内容を協議会において審議いただき、実質的な
合意形成を図る予定である。

　②　協議会に住民が参加したり、住民の意見が反映される仕組みが設けられていたか
　　　（公募制、住民意向調査等の実施が協議会の運営要領において定められていたか。）。

　協議会には住民・利用者代表として６名の委員就任をいただき、地元住民の意見が反映される仕組みを
整えている。また、協議会とは別に、各小学校区の区長会の会長７名とＮＰＯ団体等での活動者の女性２名
で構成される小委員会を設置しており、本委員会を通じて地域や世代ごとの実情の把握を行っている。

Ⅴ　住民の参加等による地域関係者の実質的な合意形成

　⑤　地域公共交通に関する目標を達成するために適切な事業を本格実施することについて地域関係者の
　　　実質的な合意が形成されたといえるか。

　①　協議会における審議事項が明確に定められ、計画事業の進め方、実施状況について審議される
　　体制となっていたか。

　第１１回法定協議会において、今年度における実証運行等に係わる各事業の取り組み内容等について
承認された。
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協議会名：鳥栖市地域公共交通活性化協議会

・事業実施開始時期

・実施期間

・事業概要　（実証運行にあっては、運行エリア（可能であれば路線図も）・運賃・運行時間帯・その他利用促進
活動等特徴的な取組）事業計画どおりとならなかった部分があれば、その旨及びその理由を記載。

個　別　評　価　票

＜企業との共同運行実施（弥生が丘線実証運行）　事業概要＞
○コース　　　路線図参照
○料　金　　　市内線と同じ料金体系（１６０円～２２０円）
○運　行　　　毎日運行（１日２６便運行）　※６時～２０時を運行
○運行主体　西鉄バス佐賀(株)（道路運送法４条）
○その他取組　企業送迎バスの路線バス化

＜乗合タクシー（ミニバス）実証運行　事業概要＞
○コース　　　路線図参照
○料　金　　　一律２００円
○運　行　　　２路線運行（鳥栖地区循環線、田代地区循環線）
　　　　　　　　鳥栖地区循環線は月・水・金、田代地区循環線は
　　　　　　　　火・木・土運行、両路線１日７便運行
　　　　　　　　※両路線９時～１６時を運行
○運行主体　　(株)鳥栖構内タクシー（道路運送法４条）
○その他取組　鳥栖駅周辺までの移動に軸足を置いた交通
　　　　　　　　　　空白地域内の移動手段の確保

①事業の実績

平成２１年１０月１日～運行開始

平成２１年１０月～平成２４年３月

Ⅰ．実施事業

別紙 

弥生が丘循環線 

鳥栖地区循環線 田代地区循環線 



・設定した目標（総合事業計画で設定した目標を記載）

・事業分析（事業成果等を踏まえ、課題や問題点、評価すべき事項）

・事業成果（総合事業計画で設定した目標の達成状況を裏付ける指標を記載。事業実施の際に抽出したデータ
を記載する。可能な範囲で事業実施前後の指標の変化や、事業実施中の変化等も分析）
・ 「充実したダイヤを設定したうえで、企業との共同運行（実証運行）を行い、利用者の利便性を向上させ、
　潜在需要を喚起する」という当該事業の目標を踏まえ、計画事業実施により、市内線全体の利用者数
　１１５，０００人/年を平成２３年度数値目標とし、その達成を目指すこととした。以上の状況を踏まえ、当該
　路線を含む市内線について、連携計画の目標内容に基づき事業効果を評価した。具体的な評価指標と
　しては、利用者数、財政負担額を設定した。

・弥生が丘線について、利用者総数・財政負担総額を見ると、見直し前は１９，０００人・１，１５０万円に対し、
　見直し後２年目は３０，０００人・９８０万円となった。また見直し前は利用者数２．４人/便（０．３０人/運行キロ）、
　財政負担額１，４５５円/便（１８３円/運行キロ）に対し、見直し後２年目は３．２人/便（０．３９人/運行キロ）、
　財政負担額１，０３７円/便（１２７円/運行キロ）であり、見直し後２年を経過した時点での利用者の増加
　（利用効率の向上）および財政負担額の抑制が確認できた。
　※利用者数（見直し後）は、共同運行企業従業員を除く一般市民利用者を対象に算出
　※財政負担額は、「運行経費から運行収入を差し引いた額を市と企業で１/２ずつ負担」という
　　共同運行実施に当たっての原則を踏まえ算出

①事業名：企業との共同運行実施（弥生が丘線実証運行）

Ⅱ．具体的成果

○共同運行企業の撤退への対応
　・平成２１年１０月１日から、弥生が丘循環線の共同運行を行ってきたが、平成２３年１０月２６日に、共同運行
　　先企業より共同運行更新の辞退の申出があり、その後撤退が決定された。
　・次年度から当該路線の市運行経費負担が増加することへの対応

○当該路線に対する利用者ニーズを利用実態調査で把握し、移動ニーズ（利用目的等）、改善ニーズ（運行
   内容等）の観点から、課題把握に向けた詳細分析を行い、下記の課題を把握した。
　・産業団地周辺における鉄道との連携も踏まえた通勤者の獲得
　　※産業団地周辺における利用が少ない区間への対応
　　※運行ダイヤ改善ニーズへの対応（夕方の増便ニーズ、夜間の運行時間帯の延長ニーズへの対応）
　　※運行の基礎的な情報提供ニーズへの対応
　・一般利用者の１１時台の運行（弥生が丘方面）要望への対応

充実したダイヤを設定したうえで、企業との共同運行（実証運行）を行い、利用者の利便性を向上させ、潜在需要
を喚起する。
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・設定した目標

・事業成果（事業から抽出したデータを記載する。可能な範囲で対比率追記）

・事業分析（事業成果等を踏まえ、課題や問題点、評価すべき事項）

　当該路線に対する利用者ニーズを利用実態調査で把握し、移動ニーズ（利用目的等）、改善ニーズ（運行内容
等）の観点から、課題把握に向けた詳細分析を行い、下記の課題を把握した。

※●：新たに発生した課題、○：未解消の課題（昨年度把握した課題）

　【鳥栖地区】
●往復利用者や新規利用者の更なる獲得（高齢者）
●JR鹿児島本線東側の新設バス停を中心とした利用者の更なる獲得
●利用の少ない１４時台（第６便）への対応
○市報やバスマップなどを活用した効果的な広報の実施や運行の基礎情報等の提供

　【田代地区】
●往復利用者や新規利用者の更なる獲得（高齢者）
●鳥栖駅から一定距離離れたエリアの新設バス停周辺を中心とした利用者の更なる獲得
●利用の少ない１４時台（第６便）への対応
○市報や地域に根差した情報提供などの効果的な広報の継続や運行の基礎情報・乗り継ぎ情報等の提供

②事業名：乗合タクシー（ミニバス）実証運行

鳥栖市の交通空白地域（２地区）で乗合タクシー（ミニバス）を実証運行し、潜在需要の喚起を試行するとともに、
検証を行い、利用者の利便性向上に向けた見直しを図る。（次年度以降の維持・拡大の検討）

 ・「鳥栖市の交通空白地域（２地区）で乗合タクシー（ミニバス）を実証運行し、潜在需要の喚起を試行すると
　ともに、検証を行い、利用者の利便性向上に向けた見直しを図る」という当該事業の目標を踏まえ、事業
　実施により、乗合タクシー（ミニバス）２地区の利用者数８，９００人/年を平成２３年度数値目標とし、その
　達成を目指すことにした。以上の状況を踏まえ、当該路線について、連携計画の目標内容に基づき事業
　効果を評価した。具体的な評価指標としては利用者数、交通空白エリアの減少等を設定した。
　※昨年度当初の数値目標７，０００人/年を達成し、上記数値目標に上方修正

・ミニバス全体の評価結果としては、利用者数１０，２４６人（昨年度と比較して利用者数は約１．２倍増加）、
　交通空白エリア２エリアが減少（昨年度と同じ）、利用者の１人当たり外出回数約２．０６回/週（昨年度
　１．７５回/週と比べ増加）という結果となり、利用者数および交通空白エリア減少、公共交通サービス向
　上については一定の成果が得られた。
　※なお、財政負担額はミニバス全体で約４６０万円となった（鳥栖地区約２２７万円、田代地区約２３２万円）

・路線別に見ると、鳥栖地区循環線は４．９人/便、財政負担額２，２３３円/便、田代地区循環線は５．２人/便、
　財政負担額２，２６６円/便、となっている（両路線ともに公共交通サービス向上の指標全てが増加し、一定の
　成果が確認できた）。

・以上のとおり、本事業の実施により、市民にとっては交通空白地域の減少と適正な運賃での利用が可能と
　なった点、行政にとっては企業との共同運行により抑制された負担で空白地域を解消できた点がメリットと
　して発現した。
　※なお、昨年度と比較して、採算性は２５％から３１％へと約６ポイント上昇、財政負担額は４９６万円から
　　４５８万円に約1割削減されている。
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　総合連携計画策定時の財政負担額の抑制を目標に掲げ、補助期間終了後の自立性・持続性の確保を念頭に置
きつつ、平成２１年度事業を開始したところである。
　弥生が丘循環線については、共同運行から単独運行となるため、市の財政負担の抑制（自立性・持続性の確
保）を含め、市内線の改善を進める。
　ミニバスについては、地域の公共交通として定着している状況のため、さらなる利用者の獲得を目指し、本格運
行により継続して事業を進める。

Ⅳ．補助期間終了後の展望
最大３年間の計画事業補助期間終了後も自立性・持続性を保つため、補助期間終了後の展望を記載。
具体的に想定される必要な財源の規模・その目途を記載。

Ⅱ．の結果を踏まえ、当該事業が目標の達成に適切であったか、翌年度に継続する際に問題点があるかについ
て具体的な見直し内容を明示。

Ⅲ．次年度に向けた検討

　Ⅱの結果から、当該事業が目標の達成に適切であったと考えるが、翌年度以降に向けて、把握した課題を踏ま
え、下記に示す対応を行っていく。

＜弥生が丘線の改善策＞
○産業団地周辺における運行ルートの見直し
○上記運行ルートの見直しに伴う運行ダイヤの改正
　※通勤者・一般利用者のニーズやJRとの乗り継ぎダイヤを考慮
○沿線企業や沿線住民への運行の基礎的な情報の提供（運行ダイヤやＪＲとの乗り継ぎ等の情報）
○産業団地周辺に立地する企業への継続的な広報

＜乗合タクシー（ミニバス）の改善策＞
　【鳥栖地区】
○回数券の導入による新規利用者の獲得
○「藤戸医院前」バス停付近路線のフリー乗降区間の追加
○利用者の少ない１４時台（第６便）のダイヤ改善の周知の徹底
○市報等を通じた取り組み状況の継続的な広報

　【田代地区】
○回数券の導入による新規利用者の獲得
○鳥栖駅から一定距離離れたエリアの住民への広報（運行の基礎的な情報の提供等）
○利用者の少ない１４時台（第６便）のダイヤ改善の周知の徹底
○市報等を通じた取り組み状況の継続的な広報
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